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［
要
約
】
　
「
志
賀
」
を
科
学
的
に
定
義
し
よ
う
と
す
る
試
み
に
お
い
て
近
代
以
降
に
考
古
学
が
果
た
し
て
き
た
役
割
は
大
き
い
。
し
か
し
近
年
で
は
言
語

学
・
考
古
学
・
形
質
人
類
学
な
ど
の
連
携
に
よ
る
学
際
的
な
研
究
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
本
論
で
は
そ
う
し
た
研
究
の
一
例
と
し
て
、
オ
セ
ア
ニ
ア
へ

の
人
類
の
移
動
に
お
け
る
ラ
ピ
旗
人
と
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
に
関
す
る
研
究
を
概
観
し
、
批
判
的
検
討
を
加
え
た
。
そ
の
結
果
、
東
爾
ア
ジ
ア
島
撰

部
に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
の
拡
散
と
新
石
器
文
化
の
成
立
が
関
連
す
る
と
い
う
従
来
の
シ
ナ
リ
オ
は
成
立
せ
ず
、
オ
…
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族

の
拡
散
は
人
間
集
極
の
実
際
の
移
動
に
と
も
な
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
地
域
間
の
交
易
を
通
じ
て
拡
散
し
た
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
オ
セ
ア
ニ
ア
の

初
期
居
住
民
で
あ
る
ラ
ピ
罪
人
は
遺
伝
的
に
多
様
な
起
源
を
も
つ
黒
体
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
集
団
で
あ
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。
つ
ま
り
ラ
ピ
タ
な
る
現

象
は
、
単
一
の
民
族
の
移
動
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
民
族
」
や
「
文
化
」
を
横
断
す
る
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
九
四
巻
一
号
　
　
一
【
O
㎜
一
年
…
月

は
じ
め
に
1
民
族
と
科
学

「
罠
族
」
と
い
う
概
念
は
、
か
つ
て
は
「
忘
種
」
と
ほ
ぼ
同
　
の
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
。
人
種
と
い
う
概
念
は
今
日
で
は
ほ
ぼ
死

語
と
化
し
て
し
ま
っ
た
が
、
か
つ
て
は
民
族
1
1
人
種
は
生
物
学
的
要
因
に
よ
り
規
定
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
近
代
以
降
の
広
義
の
人
類
学

（
そ
こ
に
は
形
質
人
類
学
の
み
な
ら
ず
先
史
学
・
考
古
学
・
器
語
学
・
民
族
学
も
含
ま
れ
る
）
の
第
一
の
目
標
は
、
こ
の
民
族
1
1
入
歯
を
科
学
的
に
類
型
（5）5



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

化
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
の
な
か
で
、
近
代
に
お
い
て
科
学
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
き
た
考
古
学
が
果
た

し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
。

　
民
族
に
つ
い
て
の
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
も
っ
と
も
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
議
論
さ
れ
た
の
は
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
の
問
題
で
あ
ろ

う
。
こ
の
問
題
は
一
七
八
六
年
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
が
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
と
、
ギ
リ
シ
ア
語
や
ラ
テ
ン
語
と
の
類
似
を
指
摘
し

　
　
　
　
　
　
②

た
こ
と
に
始
ま
る
。
彼
は
こ
の
事
実
か
ら
イ
ン
ド
と
ヨ
…
ロ
ッ
パ
の
諸
警
語
が
全
て
同
じ
雷
語
か
ら
派
生
し
た
と
の
学
説
を
立
て
、
そ
れ
ら
は

イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
と
名
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
一
八
五
九
年
に
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
が
、
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
語
の
原
型
と

な
る
言
葉
を
話
し
て
い
た
住
民
は
共
通
し
た
民
族
意
識
を
持
ち
、
彼
ら
が
イ
ン
ド
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ま
た
が
る
広
い
範
囲
を
征
服
し
て
自
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
雷
語
を
広
め
た
結
果
と
し
て
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
語
が
成
立
し
た
と
す
る
仮
説
を
唱
え
た
。
こ
の
祖
集
団
は
ア
ー
リ
ア
入
（
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
で
「
高
貴
な
入
」
の
意
）
と
名
付
け
ら
れ
、
ア
ー
リ
ア
人
の
拡
散
と
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
の
拡
散
を
関
連
付
け
る
学
説
（
ア
ー
リ

ア
人
仮
説
）
は
～
九
世
紀
後
半
か
ら
工
十
世
紀
前
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
例
え
ば
作
曲
家
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ワ
ー
グ

ナ
ー
は
、
ゲ
ル
マ
ン
人
こ
そ
ア
ー
リ
ア
人
の
正
統
な
後
継
者
で
あ
る
と
主
張
す
る
一
方
で
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
を
標
榜
し
、
こ
の
思
想
は
熱
心
な

ワ
ー
グ
ナ
ー
愛
好
家
で
あ
っ
た
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
に
受
け
継
が
れ
た
。

　
ア
ー
リ
ア
人
仮
説
に
つ
い
て
考
古
学
の
立
場
か
ら
論
じ
た
の
は
グ
ス
タ
フ
・
コ
ッ
シ
ナ
で
あ
っ
た
。
彼
が
示
し
た
理
論
「
居
住
地
理
論
」
に

お
い
て
は
、
ま
ず
前
提
と
し
て
、
出
土
遺
物
の
セ
ッ
ト
関
係
（
す
な
わ
ち
複
数
の
種
類
の
遺
物
が
一
括
で
出
土
し
た
時
の
そ
の
組
み
合
わ
せ
）
は
ひ
と

つ
の
文
化
類
型
を
構
成
し
、
ひ
と
つ
の
文
化
類
型
は
ひ
と
つ
の
民
族
に
対
応
す
る
と
定
義
さ
れ
た
。
そ
し
て
あ
る
文
化
類
型
が
分
布
す
る
範
囲

は
そ
の
帰
属
す
る
罠
族
の
居
住
範
囲
を
示
し
、
そ
こ
か
ら
艮
族
の
起
源
や
拡
散
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。
彼
は
こ
の
理
論
に
よ

り
古
代
ヨ
…
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ゲ
ル
マ
ン
入
の
拡
散
を
研
究
し
た
が
、
彼
の
死
後
、
そ
の
理
論
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
る
ゲ
ル
マ
ン
人
至
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

主
義
の
科
学
的
根
拠
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ナ
チ
ス
は
科
学
主
義
を
標
榜
し
て
お
り
、
自
ら
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
鍵
十
字
の
シ
ン
ボ
ル
を
ア
ー
リ
ア
人
の
ル
…
ツ
と
考
え
ら
れ
た
イ
ン
ド
に
求
め
た
。
ま
た
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
は
ユ
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ダ
や
人
が
属
す
る
セ
ム
語
族
に
生
物
学
的
に
勝
る
と
す
る
「
優
生
学
」
を
根
拠
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
虐
殺
を
正
当
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
コ
ッ
シ
ナ
の
理
論
は
ナ
チ
ス
と
と
も
に
封
印
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
二
十
盤
台
半
ば
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
先

史
学
・
考
古
学
に
お
け
る
文
化
史
的
理
解
は
基
本
的
に
コ
ッ
シ
ナ
の
考
え
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
　
括
遺
物
に
お
け
る
遺
物

の
組
成
を
単
位
と
し
て
文
化
を
設
定
し
、
編
年
研
究
に
お
い
て
は
異
な
る
地
域
の
一
括
遺
物
の
中
に
見
ら
れ
る
同
一
当
期
型
式
の
遺
物
を
手
掛

か
り
に
し
た
交
差
年
代
決
定
法
に
よ
る
相
対
編
年
に
基
づ
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
当
時
の
代
表
的
先
史
学
者
で
あ
る
ゴ
ー
ド
ン
・
チ
ャ
イ
ル

ド
も
ま
た
、
著
書
欄
ア
ー
リ
ア
人
』
に
お
い
て
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
の
拡
散
を
、
騎
馬
民
族
に
起
源
す
る
ク
ル
ガ
ン
文
化
の
拡
散
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

連
付
け
る
考
え
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
マ
リ
ヤ
・
ギ
ン
ブ
タ
ス
に
よ
り
「
ク
ル
ガ
ン
仮
説
」
と
し
て
継
承
さ
れ
、
黒
海
周
辺
の
草
原
地
帯
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

そ
の
起
源
地
と
想
定
さ
れ
た
。

　
一
方
で
、
二
十
世
紀
後
半
に
急
速
に
発
展
し
た
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
法
に
よ
り
、
従
来
の
相
対
編
年
に
よ
る
年
代
は
次
々
と
書
き
換
え
ら

れ
、
絶
対
年
代
に
よ
る
広
い
範
囲
の
地
域
間
で
の
比
較
研
究
が
可
能
と
な
っ
た
。
一
九
七
三
年
に
コ
リ
ン
・
レ
ン
フ
ル
ー
は
『
文
明
の
誕
生
聴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
な
か
で
放
射
性
炭
素
年
代
の
成
果
を
大
々
的
に
援
用
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
起
源
を
中
東
地
域
に
求
め
る
仮
説
を
提
出
し
た
。
レ
ン
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ル
ー
は
さ
ら
に
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
の
起
源
問
題
に
も
挑
み
、
一
九
八
七
年
に
『
こ
と
ば
の
考
古
学
隔
を
上
梓
し
た
。
彼
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
先
史
文
化
の
中
に
い
か
な
る
ク
ル
ガ
ン
文
化
の
痕
跡
も
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
を
考
古
学
的
証
拠
に
よ
っ
て
示
し
、
従
来
の
黒
海
周
辺
の
騎

馬
民
族
起
源
説
を
批
判
し
た
。
そ
の
う
え
で
比
較
言
語
学
の
成
果
を
援
用
し
、
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
の
拡
散
は
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て

い
た
よ
り
も
ず
っ
と
古
く
新
石
器
時
代
に
遡
る
と
い
う
考
え
を
示
し
た
。
そ
し
て
そ
の
起
源
地
は
ト
ル
コ
中
部
の
ア
ナ
ト
リ
ア
に
あ
り
、
そ
こ

か
ら
新
石
器
化
と
農
耕
の
広
が
り
に
併
せ
て
ギ
リ
シ
ア
、
さ
ら
に
は
地
中
海
沿
岸
地
域
へ
広
が
っ
て
い
っ
た
と
説
明
し
た
。

　
さ
ら
に
近
年
で
は
ピ
ー
タ
ー
・
ベ
ル
ウ
ッ
ド
が
『
農
耕
起
源
の
人
類
史
聴
に
お
い
て
レ
ン
フ
ル
ー
の
理
論
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
イ
ン
ド
・

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
の
み
な
ら
ず
世
界
中
の
語
族
の
地
理
的
な
分
布
は
、
新
石
器
時
代
に
お
い
て
農
耕
の
技
術
を
も
つ
人
問
集
団
が
実
際
に
移

動
・
拡
散
し
た
こ
と
を
反
映
す
る
と
い
う
仮
説
を
提
示
し
、
そ
れ
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
み
な
ら
ず
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
・
イ
ン
ド
亜
大
陸
・
南
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⑨

北
ア
メ
リ
カ
大
陵
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
に
お
け
る
膨
大
な
新
石
器
文
化
の
考
古
学
的
証
拠
か
ら
証
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
著
書
の
中
で
ベ
ル
ウ
ッ
ド
は
、
あ
ま
り
多
く
の
分
量
を
割
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
近
年
の
形
質
人
類
学
や
遺
伝
学
の
成
果
も
参
照

し
、
よ
り
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
て
い
る
。

　
今
や
民
族
と
い
う
問
題
を
人
類
史
の
上
か
ら
理
解
す
る
に
は
、
考
古
学
・
雷
語
学
・
入
麺
学
（
形
質
人
類
挙
・
遺
伝
学
を
含
む
）
と
い
っ
た
学

問
分
野
の
横
断
的
か
つ
包
括
的
な
理
解
が
必
要
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
霧
で
は
な
い
。
残
念
な
が
ら
、
世
界
の
す
べ
て
の
地
域
に
お
い
て
こ
れ

ら
を
検
註
す
る
十
分
な
デ
ー
タ
が
そ
ろ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
比
較
的
こ
う
し
た
デ
ー
タ
が
充
実
し
て
お
り
、
研
究
が
進
ん
で
い
る
の

が
、
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
が
広
が
る
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
に
お
け
る
人
類
拡
散
の
問
題
、
特
に

オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
の
拡
散
お
よ
び
、
オ
セ
ア
ニ
ア
の
多
く
の
人
類
集
団
の
祖
集
団
と
考
え
ら
れ
る
ラ
ピ
タ
人
の
起
源
の
問
題
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
概
観
し
つ
つ
、
批
判
的
検
討
を
加
え
る
こ
と
で
、
人
類
史
上
に
お
け
る
「
ラ
ピ
タ
な
る

現
象
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

①
　
片
由
…
道
笥
民
族
の
表
徴
と
し
て
の
身
体
－
人
種
神
話
へ
の
決
別
一
野
村
雅

　
一
・
市
寡
髪
編
『
叢
話
身
体
と
文
化
（
1
）
技
衛
と
し
て
の
身
体
㎞
大
修
館
書
店
、

　
…
九
九
九
年
、
～
八
～
…
↓
九
九
貰
。

②
｝
8
①
ρ
タ
N
■
’
8
冨
録
a
p
。
鐸
一
著
H
舞
舞
α
鱒
。
疑
。
・
ρ
o
口
叶
『
Φ
瓢
ヨ
臼
。
。
．
国
恥
ミ
欺
ら

　
謁
塁
鴨
ミ
き
覇
｝
．
ミ
○
。
Q
。
簡
薯
．
戯
ま
ム
◎
。
囲
δ
Φ
｝
ぞ
Φ
鴎
巴
N
閃
①
σ
同
望
診
嵩
。
。
9

③
竃
鶏
鉾
甥
ζ
》
鰹
蔑
。
謎
ミ
き
ミ
鴨
ミ
⑦
§
笥
ミ
ト
き
ミ
～
ミ
賢
（
ピ
8
鳥
。
壁

　
を
段
切
琶
ω
鴛
α
累
。
茜
㌶
①
レ
。
。
㎝
Φ
V

④
コ
ッ
シ
ナ
お
よ
び
そ
の
弟
子
た
ち
の
業
績
と
そ
の
評
価
に
つ
い
て
は
以
下
の
文

　
献
を
参
照
。
円
ね
⑰
q
鶏
ω
・
瓢
．
ト
昇
等
S
燭
ミ
嚇
ミ
晦
ミ
織
融
ぎ
山
鼠
ミ
6
ミ
鴨
．
（
竃
曽
亭

　
o
げ
Φ
鄭
　
圃
勺
督
Φ
δ
6
α
¢
）
（
H
・
～
・
エ
ガ
…
ス
門
田
申
琢
・
佐
原
真
訳
］
隅
考
古

　
学
研
究
入
門
㎞
岩
波
書
店
、
一
九
八
｝
年
）

⑤
9
ま
9
＜
5
9
↓
ぎ
毎
δ
§
、
腔
》
⑦
ミ
魯
曼
§
魯
鵡
ミ
魯
僑
鳥
謡
9
喧
塁

　
（
い
。
蝕
。
『
猟
農
芸
雰
葺
お
酌
9

⑥
の
羅
σ
耳
鋤
ω
、
罫
§
鴨
㍗
偽
ミ
隔
嚇
。
謎
駄
肉
漿
§
～
肉
ミ
魯
賢
（
O
p
ヨ
9
爵
璽

　
評
鋤
σ
o
身
竃
¢
ω
窪
芦
お
ま
）

⑦
園
豊
富
≦
ρ
し
口
さ
謎
9
ミ
蒋
笥
～
§
㍑
§
鴨
野
鼠
§
ミ
魎
§
謁
§
。
ミ
§
N
§
職

　
、
、
悪
酒
S
ミ
肉
ミ
魯
鼻
（
い
。
襲
爵
。
『
O
磐
Φ
、
お
刈
ω
）
（
コ
リ
ン
・
レ
ン
フ
ル
ー
［
大

　
貫
良
夫
訳
］
『
囲
碁
の
誕
生
隔
岩
波
轡
店
、
一
九
七
九
年
）

⑧
関
Φ
酵
Φ
華
ρ
》
§
ぎ
ミ
§
・
§
飛
節
§
聖
§
㌔
↓
書
》
§
紺
駄
辱
、
職
黛

　
肉
ミ
魯
恥
§
O
隷
㎏
蕊
．
（
轡
O
邑
O
『
O
選
ρ
6
G
Q
刈
）
（
コ
リ
ン
・
レ
ン
フ
ル
ー
m
橋
本

　
横
夏
号
｝
『
こ
と
ば
の
考
古
学
㎞
青
土
師
、
一
九
九
三
年
）

⑨
じ
σ
①
奪
。
鼠
漕
ミ
装
建
こ
ミ
聲
§
鴨
○
雲
霧
駄
醇
晦
ミ
ミ
ミ
ミ
麸
ミ
ミ
§

　
（
竃
帥
置
Φ
『
じ
d
夢
。
響
箋
Φ
洋
邸
O
O
9
（
ピ
…
タ
…
・
ベ
ル
ウ
ッ
ド
［
長
田
俊
樹
・
佐
藤

　
洋
～
郎
監
訳
］
『
農
耕
起
源
の
入
類
史
㎞
京
都
大
学
学
術
繊
国
会
、
二
〇
〇
八
年
）
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ラピタ人の起源とオーストロネシア語族の拡散（石村）

第
【
章
　
オ
セ
ア
ニ
ア
へ
の
人
類
の
拡
散

　
オ
セ
ア
ニ
ア
の
地
理
区
分
は
伝
統
的
に
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
・
メ
ラ
ネ
シ
ア
・
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
ポ
リ
ネ
シ
ア

人
・
メ
ラ
ネ
シ
ア
人
こ
・
、
ク
ロ
ネ
シ
ア
人
と
い
う
「
人
種
1
1
民
族
」
が
分
布
す
る
と
さ
れ
て
き
た
（
図
1
）
。
こ
の
う
ち
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
は
大

柄
な
体
格
と
明
褐
色
の
肌
、
豊
か
な
黒
髪
を
も
つ
と
さ
れ
、
一
方
メ
ラ
ネ
シ
ア
人
は
比
較
的
小
柄
で
、
黒
褐
色
の
肌
と
縮
れ
た
頭
髪
を
も
ち
、

ネ
グ
ロ
イ
ド
に
似
た
外
見
を
も
つ
と
さ
れ
た
。
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人
は
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
と
似
た
外
見
を
し
て
い
る
が
、
や
や
小
柄
な
体
格
を
も
つ

と
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
分
け
は
そ
も
そ
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
地
理
探
検
の
頃
、
一
八
～
一
九
世
紀
に
か
け
て
流
行
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
だ
が
、
い
つ
の
間
に
か
す
っ
か
り
定
着
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
人
種
」
の
ル
ー
ツ
や
系
譜
関
係
を
詮
索
す
る
の
が
、
つ
い
最
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

に
至
る
ま
で
、
オ
セ
ア
ニ
ア
の
人
類
学
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
あ
っ
た
。

　
オ
セ
ア
ニ
ア
の
世
界
が
地
理
的
に
一
発
冤
」
さ
れ
た
の
は
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
到
達
し
た
の
に
続
き
、
一
五
こ
○
年
に
南
米

大
陸
を
め
ぐ
っ
て
太
平
洋
に
到
達
し
た
マ
ゼ
ラ
ン
の
航
海
が
始
ま
り
で
あ
る
。
そ
の
後
、
多
く
の
ス
ペ
イ
ン
船
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
太
平
洋
を

航
海
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
ナ
八
世
紀
に
な
る
と
イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ク
ッ
ク
船
長
が
三
次
に
わ
た
る
探
検
航
海
を
実
施
し
、
タ
ヒ

チ
・
ハ
ワ
イ
・
ト
ン
ガ
・
イ
ー
ス
タ
ー
島
・
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
い
っ
た
主
だ
っ
た
島
々
に
上
陸
し
、
詳
細
な
航
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

日
誌
と
調
査
記
録
を
残
し
た
。

　
こ
う
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
航
海
者
た
ち
が
ま
ず
驚
い
た
こ
と
は
、
絶
海
の
孤
島
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
島
々
に
さ
え
、
現
地
人
が
い
た
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
話
す
書
葉
が
、
た
と
え
ハ
ワ
イ
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
に
何
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
隔
て
ら
れ
た
島
々
で
あ

っ
て
も
、
驚
く
べ
き
共
通
性
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ハ
ワ
イ
・
ニ
ュ
…
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
イ
ー
ス
タ
ー
島
を
結
ぶ
三
角
形
の
中
に
位

置
す
る
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
島
々
の
住
人
が
、
ま
る
で
ひ
と
つ
の
大
族
で
あ
る
か
の
よ
う
な
顕
著
な
同
一
性
を
示
し
て
い
た
。
彼
ら
は
男
女
と
も
み

な
立
派
な
体
格
で
、
明
褐
色
の
肌
と
豊
か
な
黒
髪
を
も
ち
、
高
度
な
航
海
技
術
や
複
雑
な
社
会
組
織
、
洗
練
さ
れ
た
神
話
体
系
を
覚
し
て
い
た

9　（9）
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の
で
あ
る
。
彼
ら
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
目
に
と
っ
て
「
高
貴
な
未
開

人
」
と
映
り
、
高
度
な
文
明
を
築
い
た
民
族
の
末
喬
で
は
な
い
か
と
信
じ
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
一
方
で
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
の
住
人
は
ネ
グ
ロ
イ
ド
に
似
た
外
見
を
も
ち
、
ま
た
そ

の
社
会
は
野
蛮
で
首
狩
り
や
喰
人
を
と
も
な
う
も
の
と
し
て
恐
れ
ら
れ
た
。
し
か
し
ク

ッ
ク
船
長
は
メ
ラ
ネ
シ
ア
の
住
人
が
人
種
的
な
見
た
目
が
異
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

言
語
的
に
は
ポ
リ
ネ
シ
ア
地
域
と
高
い
共
通
性
が
み
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
気
付
い
て
い

た
。　

十
九
世
紀
以
降
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
を
は
じ
め
と
す
る
オ
セ
ア
ニ
ア
の
住
人
た
ち
の
起

源
を
め
ぐ
る
様
々
な
学
説
と
憶
説
が
飛
び
交
っ
た
。
中
に
は
失
わ
れ
た
大
陸
の
住
人
の

子
孫
で
あ
る
な
ど
と
い
っ
た
珍
説
・
亡
国
も
あ
っ
た
が
、
大
ま
か
に
は
次
の
三
説
に
ま

と
め
ら
れ
よ
う
。

　
①
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
の
起
源
は
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
で
、
東
方
の
ア
メ
リ
カ

　
　
大
陸
か
ら
移
住
し
て
き
た
。

　
②
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
の
起
源
は
東
南
ア
ジ
ア
地
域
で
、
西
方
か
ら
移
住
し
て
き
た
。

　
③
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
の
起
源
は
白
人
、
す
な
わ
ち
コ
ー
カ
ソ
イ
ド
で
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
①
は
、
外
見
上
の
類
似
に
加
え
、
太
平
洋
上
に
吹
く
貿
易
風
が
東
風
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
風
ま
か
せ
の
古
代
の
航
海
で
は
東
か
ら
の
移
動
を
考
え
る
ほ
う
が
自
然

で
あ
る
と
み
な
さ
れ
た
。

　
②
は
、
や
は
り
外
見
上
の
類
似
に
加
え
、
言
語
的
な
共
通
性
が
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
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ラピタ人の起源とオーストロネシア語族の拡散（石村）

ク
ッ
ク
船
長
が
当
初
か
ら
気
付
い
て
い
た
よ
う
に
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
諸
言
語
は
マ
レ
ー
語
と
非
常
に
類
似
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
東
南
ア
ジ
ア

か
ら
の
移
動
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
を
経
由
し
た
ル
ー
ト
と
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
を
経
由
し
た
ル
ー
ト
が
想
定
さ
れ
た
。

　
③
は
根
拠
に
乏
し
い
も
の
の
、
外
見
上
の
直
感
的
な
類
似
や
、
複
雑
な
社
会
組
織
の
存
在
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
憶
説
が
生
ま
れ
る
に
至
っ
た
。

こ
の
説
は
ま
た
①
と
も
結
び
つ
き
、
エ
ジ
プ
ト
人
や
フ
ェ
ニ
キ
ア
人
、
あ
る
い
は
失
わ
れ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
支
族
が
は
る
か
昔
に
ア
メ
リ
カ
大

陸
に
渡
り
、
そ
こ
を
経
て
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
至
っ
た
と
い
う
説
も
唱
え
ら
れ
た
。

　
二
十
世
紀
前
半
に
な
っ
て
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
の
起
源
に
つ
い
て
最
も
有
力
な
考
え
を
示
し
た
の
が
、
ハ
ワ
イ
の
ビ
シ
ョ
ッ
プ
博
物
館
の
館
長
で

あ
っ
た
ピ
ー
タ
ー
・
バ
ッ
ク
（
テ
ラ
ン
ギ
・
ヒ
ロ
ア
）
で
あ
る
。
彼
は
言
語
的
・
文
化
的
な
系
統
関
係
を
検
討
し
た
結
果
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
は
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

南
ア
ジ
ア
か
ら
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
を
経
由
し
て
移
住
し
て
き
た
と
い
う
説
を
唱
え
、
一
九
三
八
年
に
『
偉
大
な
る
航
海
出
た
ち
』
を
出
版
し
た
。

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
住
人
は
、
外
見
的
に
も
文
化
的
に
も
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
と
の
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
。
一
方
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
の
住
人
は
ポ
リ
ネ

シ
ア
人
と
は
外
見
的
に
大
き
く
異
な
る
。
ま
た
社
会
階
層
化
と
い
っ
た
社
会
組
織
の
面
に
お
い
て
も
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
で
は
首
長
制
に
よ
る
複
雑

社
会
が
形
成
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
で
は
未
発
達
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
を
経
由
し
た
と
す
る
説
を
棄

却
し
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
・
ル
ー
ト
を
支
持
し
た
。
彼
の
本
は
世
界
に
広
く
読
ま
れ
、
二
十
世
紀
前
半
ま
で
の
オ
セ
ア
ニ
ア
の
人
類
史
に
お
い
て

非
常
に
有
力
な
シ
ナ
リ
オ
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ヘ
イ
エ
ル
ダ
ー
ル
と
コ
ン
テ
ィ
キ
号

　
一
九
四
七
年
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
の
ト
ー
ル
・
ヘ
イ
エ
ル
ダ
ー
ル
は
、
伸
問
と
と
も
に
バ
ル
サ
材
の
筏
「
コ
ン
テ
ィ
キ
号
」
を
用
い
て
南
米
ペ

ル
ー
か
ら
太
平
洋
を
西
に
航
海
し
、
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
・
ツ
ア
モ
ツ
諸
島
の
ラ
ロ
イ
ア
環
礁
に
至
る
実
験
航
海
を
お
こ
な
っ
た
。
彼
は
航
海
に

先
立
ち
、
ペ
ル
ー
に
あ
る
イ
ン
カ
の
石
像
と
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
イ
ー
ス
タ
ー
島
に
あ
る
石
像
（
モ
ア
イ
）
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
ポ

リ
ネ
シ
ア
人
は
ア
メ
リ
カ
大
陸
か
ら
や
っ
て
き
た
と
す
る
考
え
を
示
し
た
が
、
学
界
で
は
ま
っ
た
く
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
自
分
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の
考
え
が
正
し
い
こ
と
を
示
す
た
め
、
ペ
ル
ー
か
ら
イ
ー
ス
タ
ー
島
へ
の
実
験
航
海
を
試
み
、
実
際
に
ア
メ
リ
カ
大
陸
か
ら
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
技

術
的
に
航
海
可
能
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
そ
の
様
子
は
著
書
『
コ
ン
テ
ィ
キ
号
探
検
記
』
と
し
て
出
版
さ
れ
、
一
般
的
に
も
広
く
知
ら
れ

　
　
　
　
　
　
④

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
さ
ら
に
彼
は
申
米
の
ア
ス
テ
カ
と
エ
ジ
プ
ト
の
文
明
の
類
似
性
を
指
摘
し
、
ア
ス
テ
カ
文
明
は
エ
ジ
プ
ト
か
ら
の
移
民
に
よ
っ
て

築
か
れ
た
と
す
る
説
を
唱
え
た
。
一
九
六
九
年
に
、
彼
は
パ
ピ
ル
ス
で
作
っ
た
船
「
ラ
ー
号
」
を
用
い
、
ア
フ
リ
カ
の
モ
ロ
ッ
コ
か
ら
カ
リ
ブ

海
を
目
指
し
、
二
度
目
の
航
海
で
こ
れ
を
成
功
さ
せ
た
。
㎝
九
七
七
年
に
は
パ
ピ
ル
ス
船
「
チ
グ
リ
ス
号
」
で
イ
ン
ド
洋
の
航
海
に
も
成
功
し

て
い
る
。

　
ヘ
イ
エ
ル
ダ
ー
ル
の
構
想
は
、
イ
ン
ド
ー
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
ー
エ
ジ
プ
ト
ー
ア
ス
テ
カ
ー
イ
ン
カ
ー
ポ
リ
ネ
シ
ア
を
つ
な
ぐ
文
明
の
連
鎖
が
存

在
す
る
と
い
う
壮
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
後
述
す
る
よ
う
に
、
彼
が
「
ラ
i
号
」
の
航
海
を
お
こ
な
っ
た
～
九
六
〇
年
代
後
半
は
す
で

に
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
の
起
源
、
そ
し
て
オ
セ
ア
ニ
ア
の
人
類
史
の
理
解
が
、
「
ラ
ピ
タ
人
」
の
発
見
を
契
機
に
大
き
く
転
換
し
て
い
く
時
期
で

あ
っ
た
。
現
在
で
は
ヘ
イ
エ
ル
ダ
ー
ル
の
説
を
支
持
す
る
オ
セ
ア
ニ
ア
研
究
者
は
皆
無
で
あ
る
。
し
か
し
彼
の
業
績
が
オ
セ
ア
ニ
ア
研
究
に
大

き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
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ラ
ピ
タ
人
の
発
見

　
ラ
ピ
タ
人
の
発
見
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
そ
の
名
の
由
来
で
あ
る
ラ
ピ
タ
土
器
の
発
見
に
始
ま
る
。
一
九
五
二
年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ギ
フ
ォ
ー
ド
と
リ
チ
ャ
ー
ド
・
シ
ャ
ト
ラ
ー
が
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
で
考
古
学
調
査
を
実
施
し
、
現
地
語
で
ラ
ピ
タ
と
呼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ば
れ
る
遺
跡
（
ω
ぽ
一
ω
）
で
特
徴
的
な
土
器
を
発
見
し
た
。
そ
れ
は
赤
褐
色
の
素
焼
き
の
土
器
で
、
表
面
に
は
連
続
す
る
刺
突
に
よ
っ
て
幾
何

学
文
様
が
施
さ
れ
て
い
た
（
図
2
）
。
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
に
よ
り
う
ピ
タ
遺
跡
は
紀
元
前
に
遡
る
結
果
が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
土

器
群
へ
の
注
囲
は
俄
然
高
ま
っ
た
。
そ
し
て
類
似
の
土
器
が
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
、
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー
、
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ト
ン
ガ
と
い
っ
た
広
大
な
範
囲
か
ら
見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
こ
の
一
帯
に
共
通
の
文
化
を
も
っ
た
集
団
が
存
在
し
、
そ
し
て
こ

の
文
化
集
団
は
と
の
地
域
で
最
も
古
い
段
階
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
文
化
は
ラ
ピ
タ
文
化
複
合
（
O
置
一
け
賃
巴
　
O
O
目
P
O
一
Φ
×
）
と

呼
ば
れ
、
集
団
は
ラ
ピ
タ
人
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
か
ら
は
う
ピ
タ
人
の
研
究
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
の
ジ
ャ

ッ
ク
・
ゴ
ル
ソ
ン
と
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大
学
の
ロ
ジ
ャ
ー
・
グ
リ
ー
ン
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
、
各
地
で
ラ
ピ
タ
遺
跡
の
発
掘
が
進
め
ら
れ
た
。
そ

し
て
、
西
は
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
か
ら
東
は
サ
モ
ア
ま
で
、
五
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
も
わ
た
る
広
範
囲
に
ラ
ピ
タ
遺
跡
が
分
布
す
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
さ
て
ラ
ピ
氏
人
の
存
在
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
理
由
は
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
と
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
両
地
域
に
ま
た
が
っ
て
分
布
し
て
い
る
と
い
う
事

実
で
あ
る
。
伝
統
的
な
地
理
区
分
に
お
い
て
は
、
フ
ィ
ジ
ー
と
ト
ン
ガ
・
サ
モ
ア
の
間
に
境
界
が
引
か
れ
、
そ
の
両
側
に
は
異
な
る
人
々
・
異

な
る
文
化
が
存
在
す
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。

3　cm

図2　ソロモン諸島リーフ・サンタクルー
　　　ズ諸島出土の入面文ラピタ土器（本

　　章注⑦Green論文，28頁より）

メ
ラ
ネ
シ
ア
の
住
人
と
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
住
人
と
は
異
な
る
人
種
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
、
そ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
の
起
源
は
メ
ラ
ネ
シ
ア
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
む
し
ろ
よ

り
近
い
人
種
・
文
化
を
示
す
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
バ
ッ
ク
の
考
え
方

が
有
力
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ラ
ピ
タ
人
の
発
見
は
、
こ
う
し
た
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
・
シ
ナ
リ
オ

を
覆
し
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
の
起
源
を
メ
ラ
ネ
シ
ア
に
求
め
る
方
向
へ
転
換
し
て
い
く
転
換
点
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

ラ
ピ
タ
研
究
の
進
展
と
「
台
湾
起
源
説
」

　
一
九
七
〇
年
代
に
は
発
掘
調
査
の
事
例
が
増
加
し
、
ラ
ピ
タ
人
の
文
化
に
つ
い
て
多
く
の
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

見
が
蓄
積
さ
れ
た
。
一
九
七
九
年
に
は
『
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
先
史
時
代
』
が
出
版
さ
れ
、
そ
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

で
グ
リ
ー
ン
に
よ
り
「
ラ
ピ
タ
」
の
章
が
執
筆
さ
れ
、
ラ
ピ
タ
人
の
具
体
像
が
示
さ
れ
た
。
そ
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れ
に
よ
る
と
、
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
の
結
果
か
ら
、
ラ
ピ
タ
人
は
紀
元
前
一
六
〇
〇
年
頃
に
出
現
し
、
ほ
ど
な
く
ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
か
ら
サ

モ
ア
ま
で
の
範
囲
に
拡
散
し
、
紀
元
前
五
〇
〇
年
頃
に
消
滅
し
た
。
ラ
ピ
タ
人
の
文
化
は
強
い
斉
一
性
を
示
す
が
、
ラ
ピ
タ
土
器
の
文
様
を
比

較
す
る
と
、
ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
か
ら
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
・
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
に
至
る
ま
で
の
地
域
と
、
フ
ィ
ジ
ー
・
ト
ン
ガ
・
サ
モ
ア
の
地
域

と
の
間
に
差
が
あ
り
、
前
者
の
地
域
の
文
様
の
ほ
う
が
複
雑
な
も
の
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ラ
ピ
タ
人
は
特
徴
的
な
ラ
ピ
タ
土
器
の
ほ
か

に
、
石
斧
や
シ
ャ
コ
ガ
イ
製
貝
斧
、
貝
製
の
道
具
や
装
飾
品
な
ど
を
製
作
し
た
。
ラ
ピ
タ
遺
跡
は
島
の
海
岸
部
に
立
地
す
る
傾
向
に
あ
り
、
砂

浜
海
岸
に
貝
塚
を
営
む
場
合
が
多
い
。
ラ
ピ
タ
人
の
生
業
は
、
魚
類
・
目
ハ
類
・
ウ
ミ
ガ
メ
な
ど
の
海
産
物
の
獲
得
に
加
え
、
ブ
タ
・
イ
ヌ
・
ニ

ワ
ト
リ
と
い
っ
た
家
畜
の
飼
育
、
さ
ら
に
は
タ
ロ
イ
モ
・
ヤ
ム
イ
モ
・
バ
ナ
ナ
・
パ
ン
ノ
キ
な
ど
の
作
物
を
栽
培
す
る
栽
培
農
耕
を
お
こ
な
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
リ
ー
フ
・
サ
ン
タ
ク
ル
ー
ズ
諸
島
の
ラ
ピ
タ
遺
跡
か
ら
は
二
千
キ
ロ
以
上
離
れ
た
ビ
ス
マ

ル
ク
諸
島
タ
ラ
セ
ア
産
の
黒
曜
石
が
見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ラ
ピ
タ
人
は
遠
距
離
交
易
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
た
。

　
ま
た
そ
の
前
年
に
は
ピ
ー
タ
ー
・
ベ
ル
ウ
ッ
ド
に
よ
る
大
著
『
太
平
洋
…
i
東
南
ア
ジ
ア
と
オ
セ
ア
ニ
ア
の
人
類
史
　
　
』
が
出
版
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ラ
ピ
タ
人
お
よ
び
オ
セ
ア
ニ
ア
の
人
類
拡
散
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
シ
ナ
リ
オ
が
提
示
さ
れ
た
。
ベ
ル
ウ
ッ
ド
は
比
較
言
語
学
の
成
果
を
援

用
し
、
ラ
ピ
韓
人
の
存
在
を
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
オ
セ
ア
ニ
ア
に
か
け
て
の
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
の
拡
散
の
一
端
に
位
置
づ
け
、
ラ
ピ
庄

園
の
究
極
の
起
源
地
を
台
湾
に
求
め
た
。
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
と
は
、
台
湾
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
島
襖
部
、
オ
セ
ア
ニ
ア
、
さ
ら
に
は
マ
ダ

ガ
ス
カ
ル
に
ま
で
至
る
広
範
な
地
域
に
分
布
す
る
語
族
で
あ
る
。
比
較
言
語
学
に
よ
る
と
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
の
故
地
は
台
湾
に
あ
り
、

そ
こ
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
島
撰
部
の
諸
言
語
、
オ
セ
ア
ニ
ア
の
諸
一
特
質
の
順
に
拡
散
・
分
化
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
。
ベ
ル
ウ
ッ
ド
は
こ
の
言
語

の
拡
散
と
新
石
器
・
農
耕
文
化
の
拡
散
を
関
連
付
け
、
紀
元
前
三
〇
〇
〇
年
頃
に
新
石
器
文
化
を
有
す
る
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
の
言
語
集

団
が
台
湾
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
方
面
へ
進
出
し
、
さ
ら
に
そ
の
一
派
が
紀
元
前
～
五
〇
〇
年
頃
に
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
を
経
由
し
て
オ
セ
ア
ニ
ア
に

侵
入
し
、
ラ
ピ
タ
人
に
な
っ
た
と
考
え
た
。

　
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
集
団
が
オ
セ
ア
ニ
ア
に
侵
入
し
て
き
た
と
き
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
お
よ
び
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
に
は
先
住
民
が
存
在
し
た
。
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彼
ら
は
パ
プ
ア
諸
語
も
し
く
は
非
硬
玉
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
と
呼
ば
れ
る
諸
言
語
を
話
し
、
形
質
的
に
も
黒
い
肌
・
縮
れ
た
髪
の
毛
な
ど
の
特

徴
を
も
つ
集
団
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
オ
ー
ス
ト
ラ
ロ
イ
ド
と
呼
ば
れ
る
集
団
に
属
し
、
そ
こ
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
先
住
民
（
ア
ボ
リ
ジ
ニ
）

も
含
ま
れ
る
。
彼
ら
は
完
新
世
以
前
の
お
よ
そ
七
万
～
二
万
年
前
ま
で
に
オ
セ
ア
ニ
ア
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
・
ソ
ロ
モ
ン

諸
島
ま
で
の
範
囲
に
拡
散
・
定
着
し
た
。
今
で
は
こ
の
更
新
世
ま
で
に
人
類
が
拡
散
し
た
地
域
を
ニ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
、
完
新
盤
以
降
に
人
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

が
拡
散
し
た
地
域
を
リ
モ
ー
ト
・
オ
セ
ア
ニ
ア
と
呼
ぶ
の
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
リ
モ
ー
ト
・
オ
セ
ア
ニ
ア
に
属
す
る
メ
ラ
ネ
シ

ア
島
芳
書
の
東
半
分
（
ヴ
ァ
ヌ
ア
ツ
・
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
・
フ
ィ
ジ
ー
）
と
ポ
リ
ネ
シ
ア
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
ラ
ピ
タ
人
の
出
現
ま
で
人
類
来

踏
の
地
で
あ
っ
た
。

　
ベ
ル
ウ
ッ
ド
は
、
オ
セ
ア
ニ
ア
に
侵
入
し
て
き
た
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
集
団
1
ー
ラ
ピ
士
人
は
、
先
住
民
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
ロ
イ
ド
の
集
団

と
は
ほ
と
ん
ど
接
触
を
持
た
ず
、
ニ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
の
地
域
を
ほ
ぼ
素
通
り
し
て
～
気
に
リ
モ
ー
ト
・
オ
セ
ア
ニ
ア
の
地
域
に
侵
入
し
、
紀

元
前
一
五
〇
〇
年
頃
に
西
ポ
リ
ネ
シ
ア
（
ト
ン
ガ
・
サ
モ
ア
）
ま
で
至
っ
た
と
考
え
た
。
そ
し
て
西
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
お
い
て
ラ
ピ
タ
人
は
ポ
リ
ネ

シ
ア
人
に
変
容
し
、
雲
影
三
〇
〇
年
頃
に
な
っ
て
再
び
移
動
を
開
始
し
、
東
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
マ
ー
ケ
サ
ス
諸
島
、
次
い
で
タ
ヒ
チ
な
ど
ソ
サ
エ

テ
ィ
諸
島
（
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
）
、
さ
ら
に
ハ
ワ
イ
・
イ
ー
ス
タ
ー
島
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
至
る
ポ
リ
ネ
シ
ア
全
域
へ
の
拡
散
を
遂
げ
た
と

し
た
。
一
方
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
島
撰
部
に
留
ま
っ
た
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
集
団
1
ー
ラ
ピ
学
人
の
子
孫
は
、
後
に
拡
散
し
て
き
た
オ
ー
ス
ト
ラ
ロ
イ

ド
集
団
に
吸
収
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
彼
ら
は
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
と
は
異
な
る
オ
ー
ス
ト
ラ
ロ
イ
ド
的
形
質
を
強
く
示
す
集
団
に
な
っ
た
と
し
た
。

　
ベ
ル
ウ
ッ
ド
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
オ
セ
ア
ニ
ア
に
お
け
る
人
類
集
団
の
起
源
と
分
布
、
と
り
わ
け
メ
ラ
ネ
シ
ア
と
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
住
人
の
違
い

に
つ
い
て
一
定
の
説
明
を
与
え
て
お
り
、
さ
ら
に
言
語
学
と
考
古
学
の
成
果
を
組
み
合
わ
せ
た
説
得
力
の
あ
る
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
、
後
に

著
名
な
鳥
類
学
者
に
し
て
人
類
学
者
の
ジ
ャ
レ
ド
・
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
に
よ
っ
て
「
ポ
リ
ネ
シ
ア
行
き
急
行
」
仮
説
と
し
て
一
般
に
も
広
く
紹
介

　
　
⑩

さ
れ
た
。
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「
メ
ラ
ネ
シ
ア
良
生
説
」
と
う
ピ
タ
・
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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こ
う
し
た
ベ
ル
ウ
ッ
ド
の
考
え
に
対
し
、
マ
シ
ュ
ー
・
ス
プ
リ
グ
ス
は
ラ
ピ
タ
文
化
が
メ
ラ
ネ
シ
ア
地
域
、
特
に
ラ
ピ
タ
文
化
が
最
初
に
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

現
し
た
ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
周
辺
で
自
生
的
に
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
説
を
唱
え
た
。
彼
は
ラ
ピ
タ
文
化
と
そ
れ
以
降
に
発
展
し
た
メ
ラ

ネ
シ
ア
地
域
の
諸
文
化
の
文
化
要
素
を
比
較
し
た
結
果
、
ラ
ピ
タ
文
化
の
多
く
の
要
素
は
メ
ラ
ネ
シ
ア
地
域
で
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
と
論
じ

た
。
そ
の
た
め
ラ
ピ
タ
人
の
起
源
に
つ
い
て
、
東
南
ア
ジ
ア
方
醸
か
ら
の
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
集
団
の
進
入
を
想
定
す
る
必
要
は
な
く
、
メ
ラ
ネ
シ

ア
在
地
の
オ
ー
ス
ト
ラ
ロ
イ
ド
集
団
か
ら
自
生
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
論
じ
た
。
こ
の
ラ
ピ
直
人
の
「
メ
ラ
ネ
シ
ア
自
生
説
」
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

従
来
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
・
シ
ナ
リ
オ
へ
の
ア
ン
チ
・
テ
ー
ゼ
と
し
て
一
定
の
支
持
を
集
め
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
一
九
八
○
年
代
後
半
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
複
数
の
大
学
・
研
究
機
関
の
調
査
団
が
協

力
し
、
ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
の
各
地
で
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
ラ
ピ
タ
人
の
起
源
問
題
の
決
着
を
つ
け
る
た
め
、
こ
の
計
画
は
「
ラ
ピ
タ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
こ
の
調
査
に
よ
り
多
く
の
遺
跡
か
ら
確
実
な
年
代
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
結
果
、

ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
の
ラ
ピ
タ
遺
跡
の
年
代
の
上
限
は
タ
レ
パ
ケ
マ
ラ
イ
（
↓
一
一
Φ
℃
2
D
犀
Φ
目
P
⇔
一
望
一
）
遺
跡
の
紀
元
前
一
五
〇
〇
年
で
あ
り
、
従
来
の
ラ

ピ
タ
遺
跡
の
年
代
観
を
大
き
く
遡
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
一
方
で
お
よ
そ
三
万
年
前
以
降
の
更
新
世
に
遡
る
洞
窟
・
岩
陰
遺
跡
も
数
多
く
見

つ
か
り
、
こ
れ
は
先
行
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
ロ
イ
ド
集
団
に
よ
る
遺
跡
と
考
え
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
ロ
イ
ド
集
団
に
よ
る
文
化
と
、

後
の
ラ
ピ
タ
文
化
の
問
に
系
統
的
な
つ
な
が
り
は
見
出
せ
ず
、
ラ
ピ
タ
文
化
が
オ
ー
ス
ト
ラ
ロ
イ
ド
集
団
の
文
化
に
由
来
す
る
と
い
う
「
メ
ラ

ネ
シ
ア
自
生
説
」
は
否
定
さ
れ
た
。
遺
跡
の
分
布
に
お
い
て
も
、
在
地
系
の
文
化
の
遺
跡
が
大
き
な
島
の
内
陸
部
に
立
地
す
る
の
に
対
し
、
ラ

ピ
タ
遺
跡
は
離
島
や
大
き
な
島
の
海
岸
部
に
立
地
す
る
こ
と
か
ら
、
在
地
の
集
団
と
ラ
ピ
真
人
は
棲
み
分
け
を
お
こ
な
っ
て
共
存
し
て
い
た
可

能
性
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
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そ
の
後
の
ラ
ピ
タ
研
究
の
進
展

　
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
ラ
ピ
タ
研
究
は
さ
ら
に
隆
盛
し
、
定
期
的
に
「
ラ
ピ
タ
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
各
地
域
で
の
調
査
成
果
の
共
有
が
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ラ
ピ
タ
遺
跡
の
編
年
も
よ
り
精
緻
な
も
の
と
な
り
、
特
に
放
射
性
炭
素
年
代
の
見
直
し
お
よ
び
ラ
ピ
タ
土
器
の
編
年
研

　
　
　
⑮

究
の
進
展
に
よ
り
、
ラ
ピ
タ
遺
跡
の
年
代
に
は
西
か
ら
東
に
か
け
て
年
代
が
徐
々
に
新
し
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
地
理
的
勾
配
が
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
、
「
ポ
リ
ネ
シ
ア
行
き
急
行
」
仮
説
が
想
定
す
る
よ
り
は
拡
散
の
ス
ピ
ー
ド
は
緩
や
か
で
段
階
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

こ
う
し
た
成
果
を
受
け
て
、
グ
リ
ー
ン
は
ラ
ピ
タ
文
化
複
合
の
形
成
を
「
ト
リ
プ
ル
エ
モ
デ
ル
」
に
よ
っ
て
説
明
を
試
み
る
。
ト
リ
ブ
ル
ー
と

は
「
侵
入
（
葺
讐
ω
ご
冨
）
」
「
統
合
（
葺
紹
「
薮
8
）
」
「
発
明
（
ぎ
く
①
匿
自
）
」
の
頭
文
字
で
あ
る
。
ラ
ピ
タ
人
の
文
化
に
は
、
台
湾
－
東
南
ア
ジ
ア

起
源
の
要
素
と
、
ニ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
に
移
動
し
て
か
ら
在
地
集
団
と
の
交
流
の
中
で
獲
得
し
た
要
素
と
、
オ
セ
ア
ニ
ア
の
環
境
に
適
応
す
る

上
で
独
自
に
獲
得
し
た
要
素
と
の
三
つ
が
存
在
し
、
そ
れ
が
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
で
文
化
複
合
を
形
成
し
て
い
る
と
論
じ
た
。
こ
の
モ
デ
ル
で

は
、
「
ポ
リ
ネ
シ
ア
行
き
急
行
」
仮
説
が
否
定
し
た
メ
ラ
ネ
シ
ア
の
在
地
集
団
と
の
交
流
を
積
極
的
に
評
価
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ラ
ピ
皆
人
お
よ
び
そ
の
文
化
に
つ
い
て
の
研
究
は
進
展
し
資
料
も
蓄
積
さ
れ
て
き
た
が
、
肝
心
の
「
ラ
ピ
受
人
は
ど
こ
か
ら
来

た
の
か
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
。
そ
の
た
め
に
は
よ
り
西
の
地
域
、
す
な
わ
ち
そ
の
起
源
地
と
目
さ
れ
る
台
湾
お

よ
び
東
南
ア
ジ
ア
島
喚
部
の
新
石
器
文
化
と
の
比
較
研
究
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、
言
語
学
・
考
古
学
・
形
質
人
類
学
の
立
場

か
ら
ラ
ピ
タ
人
の
故
地
を
探
る
研
究
を
概
観
し
、
総
合
的
な
シ
ナ
リ
オ
を
模
索
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

③
　
片
山
一
道
「
石
器
時
代
の
遠
洋
航
海
者
の
系
譜
」
大
塚
柳
太
郎
・
片
山
一
道
・
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第
二
章
　
ラ
ピ
タ
人
の
起
源
を
求
め
て
一
言
語
学
・
考
古
学
・
形
質
人
類
学
か
ら
み
た
オ
ー
ス
ト
日
ネ
シ
ア
語
族
の
拡
散

比
較
言
語
学
か
ら
み
た
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
の
拡
散

ラピタ入の起源とオーストロネシア語族の拡散（石村）

　　　　1

早期AN（台湾）

噛

紀元前

4000年

紀元前
3GOO年

紀元前

2000年

紀元前
1000年

　　o

西暦

1eOO年

　　　　　　／／／

フォルモサ誌語の
過去のサブ・グループ

の数は不明

／
／
／

PMP
PCEMP

PEMP
POC

フtルモサ諸語WMP－　　　CMP－　　　SHWNG－　　　OC一
　　　　　　　　ベトナム　モルッカ諸島　南下ルマヘラオセアニア諸語
　　　　　　　スンダランド小スンダ諸島西国ュ皿ギニア

　　　　　　　スラウxシ
　　　　　　　フィリピン
　　　　　　　マダガスカル

　　　　　　IX　3　オーストロネシア語族の系統樹

AN　wオーストロネシア諸語，　MP＝マレー一・ポリネシア諸語，　WMP

＝西部マレー・ポリネシア直壁，CEMP＝中央・東部マレー・ポリネ
シア諸語，SHWNG　m南江ルマヘラ・西部ニュ　一一　i’ニア諸語，　OC＝

オセアニア諸語

（本章註②BeUwood書，103頁より）

　
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
の
故
地
を
台
湾
と
位
置
づ
け
る
の
は
比
較
言

語
学
の
理
論
、
特
に
音
韻
変
化
の
系
統
樹
説
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ

ア
語
族
に
は
現
在
七
〇
〇
か
ら
八
○
○
の
言
語
が
含
ま
れ
、
台
湾
か
ら
東

南
ア
ジ
ア
島
撰
部
・
メ
ラ
ネ
シ
ア
・
ポ
リ
ネ
シ
ア
・
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
さ

ら
に
ア
フ
リ
カ
大
陸
東
岸
の
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
に
至
る
ま
で
広
範
囲
に
分
布

　
　
　
①

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
多
様
な
言
語
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
は
た
が
い
に
関
連
性
を
保
ち
、
音
韻
的
に
共
通
し

た
単
語
も
数
多
く
あ
る
。
そ
う
し
た
単
語
を
手
が
か
り
に
、
共
通
の
祖
語

に
お
け
る
単
語
か
ら
音
韻
上
の
変
化
を
と
も
な
っ
て
派
生
的
に
変
化
し
て

い
く
様
子
を
想
定
し
、
そ
の
変
化
の
順
序
を
系
統
樹
に
描
く
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
そ
の
系
統
樹
に
お
い
て
、
最
も
初
期
に
分
岐
し
た
言
語
ほ
ど
古

く
、
祖
語
に
近
い
言
語
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
言
語
が
分

布
す
る
地
域
こ
そ
、
そ
の
語
族
の
故
地
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
言
語
学
の
理
論
に
お
い
て
、
音
韻
変
化
は
時
間
の
経
過
と
と
も

に
一
定
の
割
合
で
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
な
ら
ば
最
初
に
分
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岐
し
た
変
化
こ
そ
最
も
古
い
変
化
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
こ
う
し
た
理
論
的
な
手
続
き
に
よ
り
、
現
在
で
は
お
お
ま
か
に
五
つ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
に
分
け
ら
れ
る
系
統
樹
が
想
定
さ
れ
て
い
る
（
図
3
）
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
細
分
し
た
系
統
樹
を
描
く
こ
と
が
で
き
、
例
え
ば
五
番
目
の
オ
セ
ア
ニ
ア
諸
語
は
さ
ら
に
ポ
リ

ネ
シ
ア
・
フ
ィ
ジ
ー
・
申
核
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
・
メ
ラ
ネ
シ
ア
の
諸
雷
語
に
細
分
さ
れ
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
語
は
さ
ら
に
ト
ン
ガ
・
サ
モ
ア
・
ハ
ワ

イ
・
タ
ヒ
チ
・
北
西
マ
ル
ケ
サ
ス
・
東
南
マ
ル
ケ
サ
ス
と
い
っ
た
諸
言
語
に
細
分
さ
れ
る
。
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
系
統
樹
が
か
な
り
非

対
称
な
形
状
を
し
て
い
る
こ
と
と
、
分
岐
の
順
序
が
台
湾
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
島
島
部
を
と
お
っ
て
オ
セ
ア
ニ
ア
に
至
る
道
順
を
示
し
て
い
る
点

で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
集
団
が
移
動
し
た
形
跡
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
オ
セ
ア
ニ
ア

諸
語
の
祖
語
と
な
る
祖
オ
セ
ア
ニ
ア
語
（
P
O
C
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
想
定
さ
れ
る
分
布
範
囲
が
ラ
ピ
タ
人
の
分
布
範
囲
と
一
致
す
る
こ
と

か
ら
、
ラ
ピ
タ
人
の
用
い
て
い
た
言
語
は
P
O
C
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
言
語
年
代
学
に
よ
る
雷
語
の
分
岐
年
代
で
は
、
P
A
N
か
ら
台
湾
の
諸
言
語
と
P
M
P
の
分
岐
が
紀
元
前
四
五
〇
〇
年
頃
、
W
M
P
と
P
C

E
M
P
の
分
岐
が
紀
元
前
三
五
〇
〇
年
頃
、
C
M
P
と
P
E
M
P
の
分
岐
が
紀
元
前
三
〇
〇
〇
年
頃
、
S
H
W
N
G
と
P
O
C
の
分
岐
が
紀
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

前
二
五
〇
〇
年
頃
に
起
こ
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
。
言
語
年
代
学
と
は
、
音
韻
変
化
が
時
間
の
経
過
と
と
も
に
＝
疋
の
割
合
で
生
じ
る
と
の
前

提
で
、
基
本
中
核
語
と
呼
ば
れ
る
一
〇
〇
の
単
語
の
共
通
性
が
一
〇
〇
〇
年
た
つ
ご
と
に
八
七
％
に
低
下
す
る
と
い
う
計
算
式
で
分
岐
年
代
を

　
　
　
　
　
　
　
　
④

推
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
ラ
ピ
遠
人
の
登
場
は
紀
元
前
一
五
〇
〇
年
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
言
語
年
代
学
で
は
そ
れ
よ
り
も
古
い
値
が

示
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
言
語
学
の
系
統
樹
説
に
よ
る
と
、
音
韻
変
化
の
方
向
性
か
ら
祖
語
の
単
語
の
形
態
を
あ
る
程
度
推
測
し
て
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
手
法
を
語
彙
復
元
と
よ
ぶ
が
、
こ
れ
も
ま
た
語
族
の
起
源
地
を
推
定
す
る
手
が
か
り
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
復
元
さ
れ
た
語
彙
は
、

そ
の
起
源
地
の
文
化
や
環
境
を
あ
る
程
度
反
映
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。
祖
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
（
P
A
N
）
に
復
元
で
き
る
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

し
て
、
例
え
ば
「
セ
ン
ザ
ン
コ
ウ
」
「
サ
ル
」
「
反
動
動
物
（
お
そ
ら
く
シ
カ
）
」
な
ど
の
動
物
に
つ
い
て
の
単
語
が
復
元
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
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ラピ島人の起源とオーストロネシア語族の拡散（石村）

ら
は
少
な
く
と
も
ウ
ォ
ー
レ
ス
線
よ
り
西
側
に
し
か
存
在
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
ウ
ォ
ー
レ
ス
線
と
は
、
生
物
地
理
学
に
お
い
て
東
洋
（
亜
）

区
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
区
の
間
に
引
か
れ
た
境
界
線
で
、
ボ
ル
ネ
オ
と
ス
ラ
ウ
ェ
シ
、
バ
リ
と
ロ
ン
ボ
ク
の
間
に
引
か
れ
、
こ
の
線
の
東
側
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

は
動
植
物
相
が
急
激
に
減
少
す
る
。
ま
た
「
台
風
」
や
「
北
」
も
し
く
は
「
冬
」
と
い
っ
た
自
然
現
象
も
復
元
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
少
な
く

と
も
赤
道
の
北
側
、
さ
ら
に
い
え
ば
台
風
の
発
生
す
る
南
シ
ナ
海
周
辺
地
域
を
示
し
て
い
る
。
文
化
的
な
要
素
に
関
し
て
は
、
「
稲
」
「
脱
穀
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

れ
た
稲
」
「
田
」
と
い
っ
た
稲
作
に
関
連
す
る
語
彙
も
復
元
さ
れ
て
い
る
。
稲
作
農
耕
は
中
国
大
陸
の
い
ず
れ
か
の
地
域
（
雲
南
も
し
く
は
長
江

流
域
）
に
起
源
し
、
台
湾
で
は
紀
元
前
二
五
〇
〇
年
頃
の
鳳
鼻
頭
文
化
で
確
実
な
稲
作
の
証
拠
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
東
南
ア
ジ
ア
島
演
地
域

へ
の
稲
作
の
導
入
は
台
湾
経
由
、
も
し
く
は
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
（
タ
イ
・
ベ
ト
ナ
ム
周
辺
）
か
ら
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
オ
セ
ア
ニ
ア

地
域
で
は
稲
作
文
化
自
体
が
欠
落
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
語
彙
復
元
に
よ
っ
て
、
現
在
の
オ
セ
ア
ニ
ア
世
界
で
は
欠
落
し
た
環
境
や
文
化
に
関
す
る
単
語
を
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
温
帯
・
亜
熱
帯
地
域
に
起
源
し
た
稲
作
文
化
は
、
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
集
団
が
熱
帯
の
島
懊
地
域
に
進
出
す
る
段
階
で
、
お
そ
ら
く
栽

培
に
適
さ
な
い
気
候
で
あ
っ
た
た
め
欠
落
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
語
彙
復
元
か
ら
想
定
さ
れ
る
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
の
故
地

は
、
台
湾
周
辺
地
域
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

考
古
学
か
ら
み
た
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
の
拡
散

　
ベ
ル
ウ
ッ
ド
の
台
湾
起
源
説
に
お
い
て
は
、
ラ
ピ
タ
人
の
究
極
の
起
源
地
は
台
湾
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
を
考
古
学
的
に
証

明
す
る
の
は
困
難
な
作
業
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
新
石
器
文
化
の
初
期
段
階
の
詳
細
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
不
明
な

点
が
多
い
た
め
で
あ
る
が
、
ベ
ル
ウ
ッ
ド
は
東
南
ア
ジ
ア
逸
玉
部
～
帯
、
す
な
わ
ち
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
マ
レ
ー
シ
ア
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
か
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

て
分
布
す
る
赤
色
ス
リ
ッ
プ
を
施
し
た
一
連
の
土
器
文
化
が
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
の
拡
散
を
示
す
も
の
と
し
て
い
る
。
ま
た
台
湾
で
は
土

器
文
化
が
紀
元
前
四
五
〇
〇
年
頃
ま
で
遡
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
新
石
器
文
化
の
起
源
地
に
あ
た
る
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
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図4　東南アジア島罎部周辺の新石器文化遺跡の分布

o
o
o
o 、

以
下
で
は
、
台
湾
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
島
一
部
、
さ
ら
に
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
本
島
に
か
け
て
の
土
器
文
化
を
概
観
し
、
そ

の
評
価
を
お
こ
な
う
こ
と
と
し
た
い
（
図
4
）
。

　
台
湾
の
土
器
文
化
は
縄
蒲
文
土
器
を
特
徴
と
す
る
大
丁

台
文
化
（
紀
元
前
四
五
〇
〇
～
三
〇
〇
〇
年
頃
）
に
始
ま
り
、

北
部
で
は
鋸
歯
三
文
や
円
形
印
文
、
沈
線
文
で
装
飾
さ
れ

た
土
器
を
特
徴
と
す
る
弥
山
文
化
（
紀
元
前
瓢
6
0
0
年
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

～
西
暦
五
〇
〇
年
頃
）
に
後
続
す
る
。
圓
山
文
化
の
土
器
の

装
飾
技
法
は
ラ
ピ
タ
土
器
の
そ
れ
に
類
似
し
て
お
り
、
そ

の
祖
形
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
近
年
の
調
査
で
は
紀
元

前
二
〇
〇
〇
年
頃
と
い
う
年
代
が
放
射
性
炭
素
年
代
測
定

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

に
よ
り
示
さ
れ
て
い
る
。
一
方
南
部
の
地
域
で
は
、
赤
色

に
彩
色
さ
れ
た
土
器
を
特
徴
と
す
る
鳳
鼻
頭
文
化
（
紀
元

前
二
五
〇
〇
～
五
〇
〇
年
頃
）
が
成
立
す
る
。
鳳
鼻
頭
文
化

の
土
器
に
は
三
脚
台
を
有
す
る
土
器
や
脚
部
に
透
か
し
穴

を
有
す
る
高
杯
な
ど
が
存
在
し
、
稲
作
農
耕
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
文
化
は
中
国

大
陸
の
影
響
下
に
あ
り
、
龍
山
様
文
化
と
し
て
理
解
さ
れ

　
　
⑪

て
い
る
。
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⑫

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
ル
ソ
ン
島
北
部
の
ム
サ
ン
グ
（
ζ
落
磐
ゆ
q
）
洞
窟
（
紀
光
前
説
七
五
〇
年
頃
）
、
デ
ィ
モ
リ
ッ
ト
（
U
冒
。
ε
遺
跡
（
紀
元
前
二

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

五
〇
〇
～
一
五
〇
〇
年
頃
）
、
ア
ル
ク
（
〉
蒔
∬
）
洞
窟
（
紀
元
前
二
〇
〇
〇
年
～
紀
元
前
後
頃
）
で
赤
色
ス
リ
ッ
プ
が
施
さ
れ
た
土
器
群
が
見
つ
か
っ

て
お
り
、
多
く
は
文
様
の
な
い
無
文
土
器
で
あ
る
が
、
ア
ル
ク
の
も
の
の
｝
部
は
円
形
芸
文
に
よ
る
装
飾
を
持
つ
。
ま
た
ル
ソ
ン
島
北
部
の
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ロ
（
い
鋤
＝
o
）
貝
塚
（
紀
元
前
八
○
○
年
頃
）
お
よ
び
申
込
の
マ
ス
バ
テ
島
の
バ
ツ
ン
ガ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
し
d
讐
¢
譲
p
。
冨
）
洞
窟
（
紀
元
前
八
○
○
年
頃
）
か
ら
は
鋸

歯
送
文
や
沈
線
文
に
よ
り
装
飾
さ
れ
た
赤
色
ス
リ
ッ
プ
土
器
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
そ
の
文
様
モ
チ
ー
フ
は
ラ
ピ
タ
土
器
の
も
の
と
良
く
似
て

い
る
が
、
い
ず
れ
も
年
代
的
に
は
ラ
ピ
タ
土
器
よ
り
新
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
ボ
ル
ネ
オ
島
北
部
の
ア
ゴ
ッ
プ
・
ア
タ
ス
（
》
ゆ
q
O
℃
　
》
一
働
ω
）
洞
窟
（
紀
元
前
二
〇
〇
〇
～
五
〇
〇
年
頃
）
、
ブ
キ
ッ
ト
・
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ン
コ
ラ
ッ
ク
（
し
d
鼻
詳
↓
①
轟
犀
。
同
鋳
）
遺
跡
（
紀
元
前
一
五
〇
〇
～
五
〇
〇
年
頃
）
で
赤
色
ス
リ
ッ
プ
土
器
が
存
在
し
、
あ
る
も
の
は
円
形
印
文
や
沈

線
文
に
よ
っ
て
装
飾
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ブ
キ
ッ
ト
・
テ
ン
コ
ラ
ッ
ク
遺
跡
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
タ
ラ
ウ
ド
諸
島
産
の
黒
曜
石
に
加
え
、

ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
の
タ
ラ
セ
ア
産
黒
曜
石
も
出
土
し
て
い
る
が
、
タ
ラ
セ
ア
産
の
黒
曜
石
は
オ
セ
ア
ニ
ア
の
ラ
ピ
タ
遣
瀬
か
ら
も
豊
富
に
出
土

し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
ブ
キ
ッ
ト
・
テ
ン
コ
ラ
ッ
ク
の
住
人
が
ラ
ピ
詫
人
と
何
ら
か
の
関
連
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
ブ
イ
リ
ピ
ン
と
ス
ラ
ウ
ェ
シ
の
間
に
浮
か
ぶ
タ
ラ
ウ
ド
諸
島
の
レ
ア
ン
グ
・
ツ
オ
・
マ
ネ
エ
（
い
＄
轟
↓
β
≦
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ζ
雪
①
”
①
）
洞
窟
（
紀
元
前
二
五
〇
〇
年
頃
）
か
ら
無
文
の
赤
色
ス
リ
ッ
プ
土
器
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
ス
ラ
ウ
ェ
シ
で
は
、
ウ
ル
・
レ
ア
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

a
ご
ピ
紹
護
）
洞
窟
（
紀
元
前
二
五
〇
〇
～
一
五
〇
〇
年
頃
）
か
ら
は
赤
色
ス
リ
ッ
プ
が
施
さ
れ
な
い
無
文
土
器
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
ま
た
ス

ラ
ウ
ェ
シ
の
カ
ル
ム
パ
ン
ダ
（
誕
巴
g
ヨ
冨
眞
）
遺
跡
か
ら
は
鋸
歯
女
文
や
円
形
博
文
で
装
飾
さ
れ
た
土
器
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
ラ
ピ
タ
土
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
モ
チ
ー
フ
と
も
良
く
似
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
絶
対
年
代
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
リ
エ
・
シ
リ
（
い
δ
ω
邑
遺
跡

な
ど
か
ら
は
、
赤
色
ス
リ
ッ
プ
が
施
さ
れ
な
い
無
文
土
器
の
一
群
（
紀
元
前
二
五
〇
〇
年
頃
）
と
、
赤
色
ス
リ
ッ
プ
は
施
さ
れ
な
い
が
、
良
く
磨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

か
れ
、
混
線
文
や
半
裁
竹
管
文
に
よ
り
装
飾
さ
れ
た
土
器
群
（
紀
元
前
一
五
〇
〇
～
酋
暦
五
〇
〇
年
頃
）
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
そ
し
て
モ
ル
ッ

カ
諸
島
の
ハ
ル
マ
ヘ
ラ
島
近
く
の
カ
ヨ
ア
島
の
ウ
ア
ッ
タ
ム
デ
ィ
a
幾
⇔
五
色
洞
窟
（
紀
元
前
一
五
〇
〇
～
五
〇
〇
年
頃
）
か
ら
は
、
赤
色
ス
リ
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表1　東南アジア島襖部周辺の新石器文化遣跡の編年

パプアニ
ユーギニア

タオラ

ラチツ

アカリ

ラピタ文化

複合

（DS；SP）

台湾 フィリピン マレーシア
インドネシア・
東テイモール

第1段階

紀元前
4500一一

2500年

第2段階

紀元前
2500’一

1500年

第3段階

紀元前
1500一一

500年

大盆坑
　　　　　　ムサング（SP）
圓山（DS）

　　　　　　　　　　　　　　アゴップ・醐山（DS）
　　　　　　ディモリット（SP＞
鳳三頭（SP）　　　　　　　　　　　　　　アタス（SP）

　　　　　　アルク（SP＞

圓lll（DS）　　ラロ（DS；SP）

鳳鼻頭（SP）バツンガン
　　　　　〈DS；　sp）tt

アコツフ・

アタス（SP＞

ブキット・テン

コラック（SP）

レオング・ツオ
マネエ（SP）

ウル・レアング

リエ・シリ

リエ・シリ

ウアツタム

ディ（SP）

（SP｝は赤色スリップおよび赤色彩色、（DS）は鋸歯下文の存在を示す。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ッ
プ
が
施
さ
れ
た
無
文
土
器
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

　
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
本
島
か
ら
は
、
北
部
の
セ
ピ
ッ
ク
・
ラ
ム
川

流
域
の
ア
カ
リ
（
〉
冨
亀
遺
跡
（
紀
元
前
三
〇
〇
〇
年
）
か
ら
は
ス
リ
ッ
プ
が
施
さ
れ
な
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

幹
線
文
・
貼
付
文
・
凹
線
文
で
装
飾
さ
れ
た
土
器
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
ま
た
ヴ
ァ
ニ
モ

地
域
の
タ
オ
ラ
（
↓
9
。
霞
鋤
）
遺
跡
（
起
兀
前
三
五
〇
〇
年
頃
）
・
ラ
チ
ツ
（
い
p
。
幽
霊
）
遺
跡

（
紀
元
前
三
五
〇
〇
年
頃
）
か
ら
も
、
ス
リ
ッ
プ
が
施
さ
れ
ず
、
爪
形
文
で
装
飾
さ
れ
た
土

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

器
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
諸
土
器
文
化
の
編
年
的
・
空
間
的
分
布
を
ま
と
め
る
と
、
三
段
階
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
（
表
1
）
。
こ
こ
で
赤
色
ス
リ
ッ
プ
土
器
の
分
布
に
着
目
す
る
と
、
第
二
段

階
（
紀
元
前
二
五
〇
〇
～
一
五
〇
〇
年
）
で
東
南
ア
ジ
ア
島
国
部
一
帯
に
広
く
分
布
す
る
よ

う
に
な
る
。
例
外
的
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ム
サ
ン
グ
洞
窟
の
も
の
の
み
第
｝
段
階
と
古
い
が
、

赤
色
ス
リ
ッ
プ
土
器
を
組
成
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
デ
ィ
モ
リ
ッ
ト
洞
窟
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
レ
オ
ン
グ
・
ツ
オ
・
マ
ネ
エ
遺
跡
、
ウ
ア
ッ
タ
ム
デ
ィ
遺
跡
の
年
代
は
、
台
湾
で
赤
色

土
器
を
組
成
す
る
鳳
鼻
頭
文
化
と
ほ
ぼ
同
じ
、
紀
元
前
二
五
〇
〇
年
頃
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

こ
れ
ら
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
並
行
し
て
成
立
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
ま
た
一
方

で
、
赤
色
ス
リ
ッ
プ
を
施
さ
な
い
土
器
文
化
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
東
テ
イ
モ
ー
ル
に
存
在

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
も
紀
元
前
二
五
〇
〇
年
頃
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
赤
色
ス
リ

ッ
プ
土
器
の
文
化
と
は
別
個
に
成
立
し
た
在
地
的
な
土
器
文
化
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
鋸
歯
印
文
土
器
の
分
布
を
見
る
と
、
台
湾
の
圓
山
文
化
で
最
も
早
く
（
第
一
段
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階
）
現
わ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
分
布
が
広
が
る
の
は
第
三
段
階
（
紀
元
前
一
五
〇
〇
～
五
〇
〇
年
）
で
あ
り
、
し
か
も
東
南
ア
ジ
ア
島
演
部
で
は

今
の
と
こ
ろ
紀
元
前
八
○
○
年
を
遡
る
も
の
は
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
ラ
ピ
タ
文
化
複
合
の
初
現
年
代
（
紀
元
前
一
五
〇
〇
年
以
降
）
よ
り
も
新

し
い
。
た
だ
し
未
発
見
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
・
リ
ン
ク
が
将
来
発
見
さ
れ
る
余
地
も
あ
る
。

　
以
上
の
結
果
を
ふ
ま
え
る
と
、
ベ
ル
ウ
ッ
ド
が
想
定
す
る
よ
う
な
、
台
湾
か
ら
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
の
拡
散
に
伴
っ
て
赤
色
ス
リ
ッ
プ

土
器
を
組
成
す
る
新
石
器
文
化
が
東
南
ア
ジ
ア
島
撰
部
に
拡
散
し
て
い
く
と
い
う
様
椙
を
想
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
ラ
ピ
タ
土

器
の
系
統
的
な
起
源
を
赤
色
ス
リ
ッ
プ
土
器
と
関
連
付
け
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
鋸
曲
印
文
土
器
の
広
が
り
は
そ
れ
よ
り
も
時
期
的
に
遅
い
紀

元
前
一
五
〇
〇
～
五
〇
〇
年
頃
の
動
向
と
し
て
理
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

　
む
し
ろ
、
赤
色
ス
リ
ッ
プ
土
器
を
伴
う
新
石
器
文
化
が
紀
元
前
二
五
〇
〇
年
頃
に
東
南
ア
ジ
ア
島
撰
部
一
帯
に
自
生
的
に
成
立
し
た
と
想
定

す
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
赤
色
ス
リ
ッ
プ
土
器
を
組
成
す
る
最
古
の
遺
跡
は
ム
サ
ン
グ
洞
窟
（
紀
元
前
三
七
五
〇
年
頃
）
で
あ
り
、
そ
れ
を
こ

の
文
化
の
起
源
と
す
る
に
は
や
や
慎
重
に
な
る
必
要
が
あ
る
も
の
の
、
紀
元
前
二
五
〇
〇
年
頃
に
は
広
く
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
に
ま
で
分
布
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
そ
の
背
景
に
は
こ
れ
ら
の
地
域
に
共
通
し
た
文
化
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

赤
色
ス
リ
ッ
プ
と
い
う
要
素
以
外
に
も
、
叩
き
技
法
に
よ
る
土
器
成
形
を
お
こ
な
い
、
磨
製
石
斧
や
姦
詐
装
飾
晶
を
組
成
し
、
ブ
タ
な
ど
の
家

畜
を
飼
育
し
、
海
産
資
源
を
主
体
的
に
利
用
す
る
と
い
っ
た
共
通
点
が
み
と
め
ら
れ
、
こ
う
し
た
要
素
は
ラ
ピ
タ
文
化
複
合
と
も
共
通
す
る
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
黒
曜
石
の
移
動
か
ら
も
示
唆
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
文
化
の
担
い
手
は
東
南
ア
ジ
ア
島
喚
部
の
多
島
海
域
を
跨
い
で
互
い

に
交
流
を
も
っ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
ラ
ピ
タ
土
器
の
系
統
を
直
接
的
に
辿
る
こ
と
の
で
き
る
鋸
歯
印
文
土
器
は
、
赤
色
ス
リ
ッ
プ
土
器
の
成
立
よ
り
遅
れ
て
、
紀
元
前
一

五
〇
〇
年
頃
に
お
そ
ら
く
台
湾
の
圓
山
文
化
を
起
源
と
し
て
、
東
南
ア
ジ
ア
島
岐
部
か
ら
オ
セ
ア
ニ
ア
に
至
る
範
囲
へ
～
気
に
広
が
り
、
ビ
ス

マ
ル
ク
諸
島
ま
で
到
達
し
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
動
き
の
背
景
に
は
、
お
そ
ら
く
人
間
集
団
の
移
動
に
よ
る
住
人
の
置
換
の
よ

う
な
事
態
を
想
定
し
な
く
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
先
立
つ
赤
色
ス
リ
ッ
プ
土
器
の
段
階
（
紀
元
前
二
五
〇
〇
～
一
五
〇
〇
年
頃
）
に
お
い
て
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す
で
に
こ
れ
ら
の
地
域
に
は
す
で
に
新
石
器
文
化
が
成
立
し
て
お
り
、
各
集
団
間
で
交
流
を
お
こ
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
新

し
い
鋸
歯
羅
文
土
器
の
文
化
は
従
来
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
急
速
に
移
動
・
拡
散
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
想
定
さ
れ
る
。

　
最
後
に
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
本
島
に
お
い
て
も
第
一
段
階
に
お
い
て
独
自
に
土
器
文
化
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
土
器
文
化

の
内
容
か
ら
は
同
時
期
の
東
南
ア
ジ
ア
島
罎
部
の
赤
色
ス
リ
ッ
プ
土
器
と
の
共
通
性
は
み
と
め
ら
れ
ず
、
ラ
ピ
タ
土
器
と
の
系
統
的
な
つ
な
が

り
も
見
い
だ
せ
な
い
の
で
、
お
そ
ら
く
は
在
地
の
オ
ー
ス
ト
ラ
ロ
イ
ド
集
団
の
手
に
よ
り
自
生
的
に
成
立
し
た
土
器
文
化
と
考
え
ら
れ
る
。

形
質
人
類
学
か
ら
み
た
オ
ー
ス
ト
概
ネ
シ
ア
語
族
の
拡
散

　
ラ
ピ
韓
人
の
起
源
を
探
る
上
で
最
も
重
要
な
問
題
は
や
は
り
東
南
ア
ジ
ア
・
メ
ラ
ネ
シ
ア
・
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
人
種
的
多
様
性
、
特
に
モ
ン
ゴ

ロ
イ
ド
と
オ
ー
ス
ト
ラ
ロ
イ
ド
の
関
係
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
触
れ
た
と
お
り
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
お
よ
び
メ
ラ
ネ
シ
ア
島
国
部
の
住
人
は
オ
ー

ス
ト
ラ
ロ
イ
ド
的
な
形
質
を
顕
著
に
し
め
す
が
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
は
む
し
ろ
東
ア
ジ
ア
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
の
住
人
で
あ
る
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
に

近
い
形
質
を
示
す
。
し
か
し
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
は
特
有
の
形
質
も
有
し
て
い
る
。
例
え
ば
彼
ら
は
通
常
の
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
に
比
べ
て
平
均
身
長

が
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
高
く
、
体
格
も
立
派
で
、
筋
骨
隆
々
と
し
た
体
型
を
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
複
雑
な
状
況
は
過
去
の
人
類
集
団

の
移
動
の
歴
史
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ラ
ピ
タ
人
に
関
す
る
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
は
ラ
ピ
タ
人
の
直
接
の
子
孫
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
の

も
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
お
け
る
二
次
拡
散
の
中
心
と
な
っ
た
西
ポ
リ
ネ
シ
ア
地
域
に
最
初
に
植
民
し
た
の
は
う
ピ
国
人
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
以
降

に
そ
こ
で
集
団
の
流
入
・
交
代
が
起
こ
っ
た
可
能
性
は
低
い
か
ら
で
あ
る
。
問
題
と
な
る
の
は
メ
ラ
ネ
シ
ア
島
岐
部
の
住
人
た
ち
で
あ
る
。
ニ

ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
お
よ
び
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
に
は
ラ
ピ
タ
人
よ
り
前
に
オ
ー
ス
ト
ラ
ロ
イ
ド
系
の
集
団
が

分
布
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
リ
モ
ー
ト
・
オ
セ
ア
ニ
ア
に
含
ま
れ
る
バ
ヌ
ア
ツ
・
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
・
フ
ィ
ジ
ー
と
い
っ
た
地
域
に

は
ラ
ピ
タ
入
が
人
類
史
上
初
め
て
植
民
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
地
域
の
現
在
の
住
人
は
オ
ー
ス
ト
ラ
ロ
イ
ド
的
な
形
質
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を
し
め
し
て
お
り
、
西
ポ
リ
ネ
シ
ア
地
域
の
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
と
は
異
な
る
。
こ
の
原
因
を
、
オ
ー
ス
ト
ラ
ロ
イ
ド
系
民
族
の
二
次
的
な
植
民
に

よ
る
遺
伝
的
置
換
・
混
合
の
結
果
と
見
る
か
（
台
湾
起
源
説
）
、
も
し
く
は
ラ
ピ
タ
人
そ
の
も
の
が
オ
ー
ス
ト
ラ
ロ
イ
ド
的
形
質
を
も
っ
て
い
た

と
見
る
か
ど
う
か
は
、
議
論
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
最
も
重
要
な
手
が
か
り
こ
そ
、
ラ
ピ
法
人
そ
の
も
の
の
出
土
人
骨
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
直
接
的
な
人
種
的
形

質
や
系
統
関
係
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
出
土
し
た
ラ
ピ
タ
人
骨
は
質
・
量
と
も
に
不
足
し
て
お
り
、
研
究
に

は
限
界
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
の
ワ
ト
ム
（
芝
簿
。
ヨ
）
人
骨
、
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
の
コ
ネ
（
匿
。
郁
σ
）
人
骨
、
そ
し
て
フ
ィ

ジ
ー
の
ナ
イ
タ
ン
バ
レ
（
Z
聾
呂
僧
包
人
骨
な
ど
の
分
析
を
通
じ
て
、
ラ
ピ
タ
人
骨
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
特
徴
が
抽
出
さ
れ
て
き
た
。
下

顎
の
底
部
が
丸
み
を
帯
び
る
（
ロ
ッ
カ
ー
顎
）
、
シ
ャ
ベ
ル
状
の
切
歯
、
楕
円
形
の
中
心
窩
、
小
さ
い
歯
、
幅
広
で
寸
詰
ま
り
の
下
顎
、
華
奢
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

長
い
四
肢
、
鎖
骨
上
の
靱
帯
の
結
合
部
の
発
達
、
高
身
長
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
ロ
ッ
カ
ー
顎
や
高
身
長
と
い
う
特
徴
は
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
と

共
通
す
る
要
素
で
あ
る
が
、
ラ
ピ
タ
人
骨
の
個
体
ご
と
に
も
変
異
が
み
と
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
⑳

　
ワ
ト
ム
人
骨
は
～
個
体
の
幼
児
と
八
個
体
以
上
の
成
人
か
ら
な
る
が
、
概
し
て
高
身
長
（
成
人
男
子
で
一
七
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
で
、
下
顎

骨
が
頑
強
に
発
達
し
て
ロ
ッ
カ
ー
顎
を
な
す
が
、
四
肢
は
華
奢
で
あ
る
。
コ
ネ
人
骨
は
一
個
体
の
成
人
女
性
で
、
比
較
的
高
身
長
（
一
六
～
・

四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
が
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
に
顕
著
な
ロ
ッ
カ
ー
顎
が
み
と
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
長
頭
で
前
頭
部
の
幅
が
狭
い
と
い
う
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

骨
の
特
徴
は
、
バ
ヌ
ア
ツ
や
フ
ィ
ジ
ー
と
い
っ
た
メ
ラ
ネ
シ
ア
磁
心
部
の
住
人
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
ナ
イ
タ
ン
バ
レ
人
骨
は
一
個
体
の

填
入
女
性
で
、
比
較
的
高
身
長
（
一
六
一
～
一
六
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
で
、
比
較
的
短
頭
で
、
下
額
骨
は
よ
く
発
達
す
る
が
完
全
な
ロ
ッ
カ
ー

顎
を
な
し
て
い
な
い
。
顔
は
眉
間
や
鼻
骨
の
突
出
が
弱
い
た
め
か
な
り
平
板
で
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
よ
り
も
む
し
ろ
東
ア
ジ
ア
人
的
な
形
質
を
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
、
台
湾
の
墾
丁
文
化
（
鳳
鼻
頭
文
化
の
一
部
で
紀
元
前
二
〇
〇
〇
～
一
五
〇
〇
年
頃
）
の
人
骨
と
の
類
似
性
も
指
摘
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
古
人
骨

か
ら
得
ら
れ
た
ラ
ピ
タ
人
像
は
、
お
お
む
ね
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
と
の
共
通
性
を
強
く
示
す
も
の
の
、
個
体
ご
と
に
は
メ
ラ
ネ
シ
ア
の
住
人
や
、
東

ア
ジ
ア
の
住
人
と
の
共
通
性
も
見
出
さ
れ
、
遺
伝
的
な
多
様
性
が
存
在
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
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ま
た
近
年
で
は
遺
伝
学
、
特
に
m
t
D
N
A
（
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
D
N
A
）
の
系
統
関
係
か
ら
集
団
の
移
動
を
探
ろ
う
と
す
る
研
究
が
活
発
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
な
か
で
も
m
t
D
N
A
の
九
塩
基
対
欠
損
の
変
異
型
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
ポ
リ
ネ
シ
ア
ン
・
モ
チ
ー
フ
（
甲
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

α
匹
＋
δ
一
G
。
Φ
＋
H
8
ミ
＋
δ
じ
。
心
刈
＋
一
〇
卜
。
曾
）
の
分
布
に
注
目
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ポ
リ
ネ
シ
ア
ン
・
モ
チ
ー
フ
は
三
箇
所
に
置
換
（
突
然
変
異
）
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
順
を
追
っ
て
生
じ
た
。
始
め
が
「
甲
げ
O
住
Φ
H
＋

δ
罷
Φ
＋
δ
鉢
。
嵩
」
で
、
次
に
「
甲
9
伽
孚
＋
6
H
C
。
⑩
＋
δ
b
。
一
刈
＋
H
O
b
。
母
」
と
な
り
、
最
後
に
「
O
－
9
α
母
＋
H
母
G
。
⑩
＋
δ
N
嵩
＋
H
爵
ミ
＋
δ
N
2
」
と

変
化
し
た
。
こ
の
最
初
の
型
は
中
国
大
陸
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
、
オ
セ
ア
ニ
ア
ま
で
広
く
分
布
し
て
お
り
、
古
い
時
期
の
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
に
生
じ

た
型
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
二
番
目
の
型
は
、
台
湾
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
島
筆
墨
、
オ
セ
ア
ニ
ア
に
か
け
て
分
布
す
る
が
、
大
陸
部
に
は
少
な

く
、
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
集
団
の
分
布
と
対
応
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
三
番
目
の
ポ
リ
ネ
シ
ア
ン
・
モ
チ
ー
フ
は
ウ
ォ
ー
レ
ス
線
の
東
側
の
地

域
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
鳥
海
岸
部
を
含
む
オ
セ
ア
ニ
ア
に
し
か
分
布
し
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
（
図
5
）
。
そ
の
た
め
、
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア

語
族
の
拡
散
お
よ
び
ラ
ピ
タ
人
の
オ
セ
ア
ニ
ア
へ
の
進
出
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
な
お
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
れ
ら
の
変

異
型
は
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
高
地
の
住
人
に
は
ま
っ
た
く
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
彼
ら
が
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
集
団
の
動
向
か
ら
ま
っ
た
く
孤

立
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
可
能
性
が
高
い
。

　
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
こ
の
変
異
が
い
つ
生
じ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
m
t
D
N
A
の
九
塩
基
対
欠
損
で
置
換
が
お
こ
る
確
率
は

統
計
的
に
算
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
し
ば
し
ば
D
N
A
の
分
子
時
計
と
評
さ
れ
、
そ
の
系
統
関
係
や
起
源
を
探
る
手
が
か
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ポ
リ
ネ
シ
ア
ン
・
モ
チ
ー
フ
が
分
布
す
る
の
は
ウ
ォ
ー
レ
ス
線
よ
り
東
側
の
地
域
で
あ
り
、
置
換
が
発
生
し
た
の
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
東
部
あ
た
り
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
地
域
で
こ
の
置
換
が
発
生
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
代
は
、
九
五
％
の
確
率
で
紀
元
前
三
下

二
五
〇
〇
～
三
五
〇
〇
年
の
問
で
、
そ
の
中
央
値
は
紀
元
前
一
万
五
〇
〇
〇
年
で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
推
定
さ
れ
て
い
る
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ

シ
ア
語
族
の
拡
散
よ
り
か
な
り
古
い
値
と
な
る
。

　
ポ
リ
ネ
シ
ア
ン
・
モ
チ
ー
フ
と
同
様
の
分
布
の
傾
向
を
示
す
も
の
と
し
て
、
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ロ
ビ
ン
欠
損
ハ
プ
ロ
タ
イ
プ
、
Y
染
色
体
遺
伝
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図5　mtDNAの九塩基対欠損の変異型のひとつ「ポリネシアン・モチーフ」と，その祖型の地
　　　理的分布（本章註⑳Oppenheimer論文、62頁より）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

子
の
ハ
プ
ロ
タ
イ
プ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ロ
ビ
ン

欠
損
ハ
プ
ロ
タ
イ
プ
を
こ
こ
で
は
八
種
に
わ
け
、
そ
の
地
理
的
な
分

布
を
見
る
と
、
H
t
1
～
5
ま
で
が
東
南
ア
ジ
ア
に
、
H
t
6
～
8

ま
で
が
オ
セ
ア
ニ
ア
に
特
徴
的
に
分
布
し
、
お
よ
そ
ウ
ォ
ー
レ
ス
線

が
そ
の
境
界
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
Y
染
色
体
遺
伝
子
の
ハ
プ
ロ

グ
ル
ー
プ
「
園
剛
ω
恥
団
＼
ζ
一
Q
。
O
＼
ω
○
。
（
一
〇
）
」
と
「
ζ
Φ
＼
ミ
㎝
（
卜
⇒
A
）
」
の

地
理
的
分
布
を
見
る
と
、
い
ず
れ
も
ウ
ォ
ー
レ
ス
線
よ
り
東
側
の
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
東
部
と
オ
セ
ア
ニ
ア
に
し
か
分
布
し
な
い
。
こ
れ
ら
の

デ
ー
タ
を
示
し
ス
テ
フ
ァ
ン
・
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
は
、
オ
セ
ア
ニ

ア
の
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
の
人
間
集
団
の
遺
伝
的
な
起
源
地
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
東
部
に
あ
り
、
中
国
大
陸
や
台
湾
の
集
団
の
遺
伝
的

プ
ー
ル
が
関
与
し
た
痕
跡
は
ほ
と
ん
ど
み
と
め
ら
れ
な
い
と
論
じ
解

　
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ラ
ム
ら
に
よ
る
m
t
D
N
A
の
第
V
領
域
の
遺
伝

子
多
型
の
地
理
的
分
布
の
分
析
で
も
東
南
ア
ジ
ア
島
喚
部
起
源
説
が

　
　
　
　
　
⑯

示
さ
れ
て
い
る
。
m
t
D
N
A
の
第
V
領
域
の
遺
伝
子
多
型
は
、
通

常
の
長
さ
は
「
×
図
」
で
あ
る
が
、
変
異
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
パ

タ
ー
ン
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
う
ち
「
×
Φ
×
」
は
東
南
ア
ジ
ア
島
嗅

部
お
よ
び
オ
セ
ア
ニ
ア
に
分
布
す
る
が
、
中
国
大
陸
お
よ
び
東
南
ア

ジ
ア
大
陸
部
に
は
分
布
し
な
い
。
一
方
、
「
×
●
H
H
」
は
中
国
大
陸
お
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よ
び
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
に
分
布
す
る
が
、
東
南
ア
ジ
ア
島
蝦
部
お
よ
び
オ
セ
ア
ニ
ア
に
は
分
布
し
な
い
。
つ
ま
り
こ
こ
で
も
、
オ
セ
ア
ニ
ア

の
住
人
の
起
源
地
と
し
て
中
国
大
陸
で
は
な
く
東
南
ア
ジ
ア
島
嗅
部
で
あ
る
こ
と
が
支
持
さ
れ
る
。
な
お
こ
こ
で
の
東
南
ア
ジ
ア
島
演
部
は
ウ

ォ
ー
レ
ス
線
の
西
側
に
あ
る
ボ
ル
ネ
オ
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
含
ん
で
お
り
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
よ
り
も
広
い
範
囲
を
想
定
し
て
い
る
。
な
お
、

「
×
．
H
」
は
ア
ジ
ア
か
ら
オ
セ
ア
ニ
ア
一
帯
に
広
く
分
布
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
分
布
し
な
い
。

つ
ま
り
こ
れ
は
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
に
関
連
す
る
型
で
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
ロ
イ
ド
と
は
区
分
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
た

だ
し
こ
の
研
究
に
は
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
集
団
の
故
地
と
考
え
ら
れ
る
台
湾
の
デ
ー
タ
が
含
ま
れ
て
い
な
い
の
は
階
し
ま
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
一
方
で
、
台
湾
周
辺
と
の
つ
な
が
り
を
示
す
デ
ー
タ
も
存
在
す
る
。
そ
れ
は
白
血
球
抗
原
の
複
合
遺
伝
子
（
H
L
A
）
の
研
究
で
あ
る
。
H

L
A
l
D
P
B
1
型
の
う
ち
い
わ
ゆ
る
ア
ジ
ア
型
「
ゆ
膏
｝
①
8
0
ご
の
地
理
的
分
布
を
見
る
と
、
中
国
大
陸
・
台
湾
と
も
に
高
率
で
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
高
地
で
は
低
率
で
あ
る
が
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
海
岸
部
・
ポ
リ
ネ
シ
ア
（
サ
モ
ア
）
で
は
再
び
高
率
に
転
ず
る
。

つ
ま
り
、
中
国
大
陸
・
台
湾
と
オ
セ
ア
ニ
ア
は
よ
く
似
た
様
相
を
示
し
、
後
者
は
前
者
に
起
源
し
た
可
能
性
が
高
い
と
評
価
で
き
る
の
だ
。

　
こ
れ
ら
遺
伝
学
の
成
果
は
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
デ
ー
タ
は
す
べ
て
現
在
の
住
人
か
ら
採

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
の
住
民
の
構
成
は
、
必
ず
し
も
過
去
に
起
こ
っ
た
一
度
の
集
団
の
移
動
の
結
果
を
そ
の
ま
ま
反
映
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
集
団
は
そ
の
後
も
移
動
し
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
婚
姻
な
ど
に
よ
り
他
集
団
と
遺
伝
的
な
交
換
を
お
こ
な
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
さ
ら
に
島
と
い
う
環
境
で
は
遺
伝
的
浮
動
（
選
択
圧
に
よ
る
影
響
を
受
け
ず
に
遺
伝
的
な
偏
り
が
生
じ
る
現
象
）
も
起
こ
り
や
す
く
、
集

団
の
遺
伝
的
な
構
成
を
変
え
て
し
ま
う
バ
イ
ア
ス
も
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
総
合
的
に
い
え
る
こ
と
は
、
オ
セ
ア
ニ
ア
の
断
雲
ス
ト
ロ

ネ
シ
ア
集
団
の
遺
伝
的
な
起
源
の
す
べ
て
を
台
湾
に
求
め
る
こ
と
は
困
難
で
、
む
し
ろ
東
南
ア
ジ
ア
島
縁
部
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
つ
ま
り
、
台
湾
の
集
団
が
東
南
ア
ジ
ア
島
懊
部
に
進
出
し
、
続
い
て
オ
セ
ア
ニ
ア
に
移
動
し
た
と
い
う
「
人
口
移
動

モ
デ
ル
」
は
成
り
立
た
ず
、
東
南
ア
ジ
ア
島
懊
部
に
は
古
い
段
階
か
ら
一
定
数
の
人
口
が
存
在
し
、
オ
セ
ア
ニ
ア
の
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
集
団

の
起
源
と
な
る
遺
伝
子
プ
ー
ル
を
提
供
し
た
、
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
な
る
。
も
っ
と
も
H
L
A
の
研
究
か
ら
も
示
さ
れ
る
と
お
り
、
台
湾
か
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ら
の
遺
伝
的
流
入
を
ま
っ
た
く
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
に
お
い
て
は
、
高
地
の
住
人
は
ほ
と
ん
ど
遺
伝
的
に

は
孤
立
す
る
も
の
の
、
海
岸
部
の
住
人
は
遺
伝
的
に
何
ら
か
の
交
流
が
存
在
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
点
も
重
要
で
あ
る
。

総
合
的
シ
ナ
リ
オ

　
以
上
、
ラ
ピ
タ
人
の
起
源
を
め
ぐ
る
言
語
学
、
考
古
学
、
形
質
人
類
学
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
知
見
を
概
観
し
て
き
た
。
し
か
し
そ
れ
ぞ
れ
の

知
見
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
こ
と
が
ラ
ピ
工
人
の
起
源
を
探
る
上
で
難
し
い
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
あ
え
て
、

こ
れ
ら
を
説
明
す
る
統
合
的
な
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
次
の
よ
う
な
流
れ
を
想
定
し
た
い
。

　
①
ま
ず
台
湾
を
起
源
と
し
て
、
比
較
的
小
規
模
な
人
口
集
団
が
東
南
ア
ジ
ア
島
黒
部
に
移
動
し
た
（
紀
元
前
一
五
〇
〇
年
頃
）
。
彼
ら
は

　
　
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
の
話
者
集
団
で
あ
っ
た
。

　
②
東
南
ア
ジ
ア
島
嗅
部
に
お
い
て
は
、
す
で
に
そ
こ
に
存
在
し
た
赤
色
ス
リ
ッ
プ
土
器
を
用
い
る
新
石
器
文
化
の
集
団
が
相
当
規
模
で
そ

　
　
れ
に
合
流
し
、
さ
ら
に
東
へ
と
移
動
し
た
。

　
③
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
で
は
、
海
岸
部
に
住
む
オ
ー
ス
ト
ラ
ロ
イ
ド
系
住
人
と
接
触
し
、
そ
の
集
団
の
～
部
を
メ
ン
バ
ー
に
加
え
、
さ
ら
に

　
　
東
へ
移
動
し
た
。

　
④
ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
に
至
り
、
ラ
ピ
良
人
と
い
う
集
団
が
成
立
し
た
。
遺
伝
的
に
見
た
ラ
ピ
良
人
は
多
様
で
あ
り
、
少
数
の
台
湾
起
源
の

　
　
始
祖
集
団
、
大
多
数
の
東
南
ア
ジ
ア
島
撰
部
の
集
団
に
加
え
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
海
岸
部
で
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
ロ
イ
ド
集

　
　
団
を
も
含
む
混
成
部
隊
で
あ
っ
た
。
雷
語
的
に
は
祖
オ
セ
ア
ニ
ア
語
（
P
O
C
）
を
用
い
た
。

　
ま
ず
言
語
学
的
に
は
ラ
ピ
タ
人
の
言
語
は
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
の
故
地
で
あ
る
台
湾
に
辿
れ
る
。
し
か
し
考
古
学
的
に
見
て
東
南
ア
ジ

ア
島
娯
部
の
赤
色
ス
リ
ッ
プ
土
器
を
も
つ
瓢
石
器
文
化
の
起
源
を
台
湾
に
辿
る
こ
と
は
困
難
で
、
む
し
ろ
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
の
拡
散
と

対
応
す
る
考
古
学
的
証
拠
は
紀
元
前
一
五
〇
〇
年
頃
に
始
ま
る
鋸
歯
印
文
土
器
（
圃
山
文
化
）
の
拡
散
で
あ
る
。
ま
た
オ
セ
ア
ニ
ア
に
お
け
る
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オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
集
団
の
遺
伝
的
要
素
の
大
部
分
は
東
爾
ア
ジ
ア
島
演
部
に
起
源
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
東
南

ア
ジ
ア
島
鞍
部
に
お
け
る
オ
！
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
の
拡
散
に
つ
い
て
は
、
台
湾
方
面
か
ら
の
大
規
模
な
人
口
の
移
動
・
置
換
を
想
定
す
る
よ

り
も
、
む
し
ろ
雷
語
・
文
化
と
い
っ
た
情
報
の
移
動
・
拡
散
を
想
定
す
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
可
能
性
と
し
て
、
台
湾
と
東
南

ア
ジ
ア
島
倉
皇
の
間
で
交
流
が
活
発
化
し
、
そ
れ
に
伴
い
台
湾
起
源
の
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
の
言
語
が
交
易
語
・
共
通
語
と
し
て
こ
の
地

域
一
帯
に
広
が
っ
た
と
い
う
事
態
が
想
定
さ
れ
る
。
交
流
が
活
発
化
し
た
背
景
と
し
て
、
言
語
学
か
ら
想
定
さ
れ
る
よ
う
に
稲
作
の
技
術
が
台

湾
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
島
喚
部
へ
伝
播
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
交
流
の
中
で
、
白
血
球
抗
原
複
合
遺
伝
子
（
H
L
A
）
の
ア
ジ
ア

型
を
も
っ
た
集
団
が
台
湾
か
ら
移
動
し
て
き
た
と
想
定
さ
れ
る
。

　
オ
セ
ア
ニ
ア
の
ラ
ピ
タ
文
化
複
合
は
東
南
ア
ジ
ア
島
撰
部
の
赤
色
ス
リ
ッ
プ
土
器
を
も
つ
新
石
器
文
化
と
の
共
通
性
が
高
く
、
ま
た
形
質
人

類
学
的
に
も
う
ピ
タ
人
お
よ
び
オ
セ
ア
ニ
ア
の
住
人
は
東
南
ア
ジ
ア
島
岐
部
の
住
人
の
共
通
性
が
高
く
示
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ラ
ピ
タ
人
集
団

の
主
体
は
東
南
ア
ジ
ア
島
懊
部
に
起
源
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
の
拡
散
の
き
っ
か
け
は
台
湾
に
あ
っ

た
と
し
て
も
、
実
際
に
オ
セ
ア
ニ
ア
方
面
へ
の
人
類
移
動
の
主
体
を
成
し
た
の
は
東
南
ア
ジ
ア
島
岐
部
に
遺
伝
的
起
源
を
も
つ
集
団
で
あ
っ
た

と
想
定
さ
れ
る
。

　
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
に
お
い
て
は
、
高
地
の
住
人
に
は
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
集
団
と
の
遺
伝
的
交
流
の
痕
跡
が
見
い
だ
せ
な
い
も
の
の
、
海
岸

部
の
住
人
に
は
m
t
D
N
A
の
ポ
リ
ネ
シ
ア
ン
・
モ
チ
ー
フ
が
存
在
す
る
な
ど
一
定
の
遺
伝
的
交
流
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
彼

ら
の
～
部
は
下
唇
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
集
団
の
移
動
に
合
流
し
、
そ
の
中
に
オ
ー
ス
ト
ラ
ロ
イ
ド
由
来
の
遺
伝
要
素
を
加
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ラ

ピ
タ
人
骨
に
お
け
る
コ
ネ
人
骨
の
メ
ラ
ネ
シ
ア
的
形
質
は
、
こ
れ
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
ラ
ピ
タ
人
は
、
遺
伝
的
に
多
様
な
出
自
を
も
つ
個
体
か
ら
な
る
混
成
部
隊
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
し
て

ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
か
ら
メ
ラ
ネ
シ
ア
島
演
部
、
さ
ら
に
西
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
拡
散
す
る
過
程
で
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
島
撰
部
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
ロ
イ
ド

的
遺
伝
的
形
質
を
強
く
示
す
個
体
が
多
く
定
着
し
、
一
方
西
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
は
台
湾
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
島
岐
部
の
集
団
起
源
の
遺
伝
的
形
質
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を
強
く
示
す
個
体
が
多
く
定
着
す
る
こ
と
に
よ
り
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
島
懊
部
の
住
人
と
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
と
の
差
異
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
　
①
近
年
ま
で
の
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
研
究
の
概
観
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
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お
わ
り
に
ー
ラ
ピ
タ
な
る
現
象
と
は
何
か
？

ラピタ人の起源とオーストロネシア語族の拡散（石村〉

　
本
論
で
示
し
た
ラ
ピ
タ
人
の
起
源
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
の
拡
散
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
ベ
ル
ウ
ッ
ド
の
描
く
新
石
器
文
化
と
語
族
の

拡
散
の
理
論
と
は
そ
ぐ
わ
な
い
点
も
あ
る
。
本
論
で
は
、
東
南
ア
ジ
ア
島
工
部
の
赤
色
ス
リ
ッ
プ
土
器
を
特
徴
と
す
る
新
石
器
文
化
の
成
立
と

オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
の
拡
散
を
区
分
し
、
後
者
の
言
語
の
拡
散
を
交
易
用
言
語
・
共
通
語
の
成
立
と
し
て
理
解
し
た
。
し
か
し
ベ
ル
ウ
ッ

ド
は
『
農
耕
起
源
の
人
類
史
』
の
な
か
で
、
交
易
が
言
語
の
大
規
模
拡
散
の
要
因
に
な
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ピ
ジ
ン
（
交
易
の
た
め
の

混
成
語
）
や
ク
リ
オ
ー
ル
（
ピ
ジ
ン
が
母
語
化
し
た
言
語
）
が
語
族
を
形
成
す
る
こ
と
も
あ
り
え
な
い
と
し
、
そ
の
言
語
の
話
者
が
実
際
に
移
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

す
る
の
で
な
け
れ
ば
言
語
が
広
が
る
こ
と
は
な
い
と
主
張
す
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
ベ
ル
ウ
ッ
ド
の
指
摘
に
反
し
、
ピ
ジ
ン
や
ク
リ
オ
ー
ル
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

積
極
的
に
評
価
し
た
言
語
学
的
研
究
も
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
む
し
ろ
本
論
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
の
拡
散
を
説
明
す
る
も
う
ひ
と
つ
の
仮
説
「
ヌ
サ
ン
タ
オ
仮
説
」
お
よ
び
そ
れ
に

続
く
一
連
の
仮
説
と
呼
応
す
る
部
分
も
多
い
。

　
ヌ
サ
ン
タ
オ
仮
説
は
、
東
南
ア
ジ
ア
考
古
学
の
泰
斗
で
あ
る
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ソ
ル
ハ
イ
ム
に
よ
り
提
示
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
る
と
紀
元
前
五

〇
〇
〇
年
頃
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
周
辺
で
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
集
団
の
形
成
が
は
じ
ま
っ
た
が
、
彼
ら
は
海
洋
性
の
環
境
に
適
応
し
た
海
人
集
団

で
、
そ
の
一
派
は
北
上
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
台
湾
へ
展
開
し
た
。
す
な
わ
ち
台
湾
起
源
説
と
は
逆
の
ル
ー
ト
を
想
定
し
て
お
り
、
そ
の
根
拠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
こ
の
海
域
で
は
海
流
が
南
か
ら
北
へ
む
か
っ
て
流
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
う
し
て
東
南
ア
ジ
ア
島
懊
部
の
一

帯
に
ヌ
サ
ン
タ
オ
交
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、
こ
れ
が
後
に
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
島
演
部
一
帯
に
広
が
る
サ
フ
ィ
ン
文
化
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
分
布
す
る
カ
ラ
ネ
イ
文
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
し
た
。
ま
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
こ
・
、
t
チ
ャ
ム
は
ソ
ル
ハ
イ
ム
の
仮
説
を
受
け
て
、

「
ナ
ン
ハ
イ
・
ラ
ン
ド
仮
説
」
を
提
示
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
か
け
る
海
域
こ
そ
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
集
団
の
起
源
地
で
あ

　
　
　
⑤

る
と
し
た
。
こ
れ
ら
を
う
け
て
後
藤
明
も
、
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
の
言
語
が
交
易
用
の
言
語
と
し
て
成
立
し
た
と
想
定
し
、
東
南
ア
ジ
ア
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⑥

島
岐
部
の
集
団
が
台
湾
に
む
け
て
北
上
し
た
可
能
性
を
示
し
た
。
後
藤
に
よ
る
と
、
海
人
集
団
と
し
て
の
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
集
団
が
成
立
し

た
の
は
、
島
影
の
す
く
な
い
台
湾
付
近
で
は
な
く
む
し
ろ
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
ボ
ル
ネ
オ
島
あ
た
り
の
多
島
海
地
域
の
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
。

　
こ
れ
ら
の
シ
ナ
リ
オ
に
共
通
す
る
の
は
、
島
々
問
に
お
け
る
交
易
を
重
視
し
、
交
易
に
よ
っ
て
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
の
成
立
・
拡
散
が

な
さ
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
説
の
当
否
は
と
も
か
く
と
し
て
、
交
易
を
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
の
拡
散
の
重
要
な
要
素
と
見
る

点
に
つ
い
て
は
本
論
の
シ
ナ
リ
オ
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
ラ
ピ
工
人
と
い
う
集
団
を
見
た
と
き
、
そ
こ
に
は
台
湾
起
源
の
人
間
、
東
南
ア
ジ
ア
島
懊
部
起
源
の
人
間
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
海
岸
部

起
源
の
人
間
が
含
ま
れ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
、
彼
ら
は
共
通
語
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
の
一
派
で
あ
る
祖
オ
セ
ア
ニ
ア
語
（
P
O
C
）

を
話
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
彼
ら
は
ひ
と
つ
の
言
語
1
1
ひ
と
つ
の
民
族
と
し
て
規
定
さ
れ
る
集
団
で
は
な
く
、
あ
る
共
通
の
枠

組
み
に
よ
っ
て
結
束
し
た
人
間
の
集
団
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
そ
の
枠
組
み
と
は
何
か
？

　
そ
れ
は
直
喩
的
に
い
う
な
ら
ば
「
船
」
で
あ
る
。
ラ
ピ
タ
と
い
う
名
の
「
船
」
に
乗
り
込
む
こ
と
で
、
そ
の
人
間
は
運
命
共
同
体
と
し
て
の

「
ラ
ピ
タ
人
」
に
な
っ
た
の
だ
と
考
え
る
。

　
ラ
ピ
タ
人
は
リ
モ
ー
ト
・
オ
セ
ア
ニ
ア
の
境
界
を
越
え
て
、
人
類
未
踏
の
島
々
へ
と
移
動
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
は
強
固
な
目
的
意
識
と
同

族
意
識
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
ラ
ピ
耕
人
の
社
会
は
威
信
財
シ
ス
テ
ム
に
基
づ
く
首
長
制
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
、
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

精
緻
な
文
様
が
施
さ
れ
た
ラ
ピ
タ
土
器
は
集
団
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
表
象
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ラ
ピ
タ
文
化
複
合
が
顕
著
な
斉
一

性
と
独
自
性
を
示
す
の
は
、
集
団
と
し
て
の
｝
体
性
を
確
認
す
る
た
め
の
文
化
的
な
仕
組
み
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
ラ
ピ
蹴
上
が

船
出
し
た
動
機
は
、
新
天
地
を
求
め
よ
う
と
す
る
あ
る
種
の
宗
教
的
・
思
想
的
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
ラ
ピ
タ
な
る
現
象
を
定
義
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
単
一
の
民
族
の
移
動
で
は
な
く
、
「
民
族
」
や
［
文
化
」
と
い
っ
た
排
他
的
な

枠
組
み
を
横
断
す
る
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
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The　Origin　of　the　Lapita　Peoples　and　the　Dispersal　of

　　　　　　　　　　　　　　　　Austronesian　Peoples

by

ISHIiMURA　Tomo

　　In　the　modern　era　archaeology　has　played　a　major　role　in　efforts　to　define

“ethnos”　in　a　scientific　manner．　However，　the　study　of　lndo－Europeans　and

“Aryans”　promoted　by　Gustav　1〈ossina　was　exp｝oited　in　the　coRtext　of　National

Socialism　and　racial　persecution．　Recently　multidisciplinary　approaches

including　linguistics，　archaeology　and　biological　anthropology　have　become

vita11y　important　ln　understanding　human　history．　ln　this　paper，　1　critically

review　aRd　explore　the　issue　of　the　Lapita　peoples　aRd　the　dispersa｝　of

AustronesiaR　peoples　in　the　Pacific，　which　is　one　of　tlte　most　pressiRg　research

topics　in　the　studies　of　kuman・　history．

　　First，　1　review・　the　study　of　the　peop｛ing　of　OceaRia，　especially　the　issue　of　the

origiR　of　the　Polynesians．　There　have　been　several　theories　about　PolyResian

orlglns，　such　as　the　theory　of　South　American　origin　proposed　by　Thor

｝1［eyerdahl　in　the　mid－twentieth　ceRtury．　Since　the　discovery　of　“Lapita　pottery”

in　£he　late　twentieth　cen£ury　（wh；ch　was　recovered　from／　the　regions　between

the　Bismarck　Archipelago，　Papua　New　GuiRea，　and　ehe　western　．Polynesia

including　Tonga　and　Samoa），　the　majority　of　scholars　have　supported　the　theory

of　the　“Lapita　peoples．”　lt　has　been　thought　that　the　Lapita　peoples　were　a　part

of　the　Austroltesian－language－speaking　group，　and　that　they　were　the　cominon

ancestors　of　Polynesian，　Micronesians，　and…AustroResiaR－speakiRg　lsland

Melanesians．・　The　tkeory　of　“Express　TraiB　to・　Polynesia’t　proposed　by　Peter

Bellwood　and　Jared　Diamond　assumes　that　the　Lapita　peoples　originated　in

Taiwan　on　the　basis　of　the　study　of　comparative・linguistics　of　Austronesian

laRguages，　and　that　they　migrated　to　Oceania　via　insular　Southeast　Asia，　Some

seholars　have　believed　that　the　Lapita　peoples　were　derived　from　Australoid

groups　iR　the　Bismarcl〈　Archipelago，　that　is　the　“Meianesian－origin”　theory．

However，　the　archaeological　evidence　from　the　Bismarc｝c　Aychipelago　indicates

Ro　direct　link　between　the　iRdigeRous　aceramic　cukure　of　the　Austraioid

peoples　and　the　newly　established　Neolithie　culture　of　the　Lapita　peoples．

Therefore，　the　theory　of　“Express　Train　to　Polynesia”　has　wide｝y　been　accepted
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圭nthe　prehistory　of　Oceania．　However，崩ere　are　sti難many囎solved　questions

about　the　origin　of　tke　Lapita　peoples．　ln　particular，　no　hard　archaeological

evideRce　has　yet　beeR　recovered　demonstrating　a　direc£　link　between　Taiwan，

Southeast　Asia　and　Oceania．

　　Thus　1　have　exp｝ored　Neolithic　cultures　of　iBsular　Southeast　Asia　in　£he

mil｝enniums　prior　to　the　Common　Era　as　well　as　recent　studies　of　linguistics

and　physical　anthropology　in　erder　to　discover　the　origin　of　the　Lapita　peoptes

and　the　AustronesiaRs．　Linguistic　studies　of　Austronesian　languages　support

the　theory　of　TaiwaB　origin．　AR　archaeological　review　of　Neolithic　cultures　in

insular　Southeast　Asia　demonstrates　that　the　culture　of　red－slipped　pottery　was

establ呈shed　ind圭geno嚢s正y圭n　severa至regions　of　Is至and　Sou出east　Asia　arou鍛d

250e　BC．　Analyses　of　ske｝etal　remains　from　Lapita　sites　show　a　variety　of

physical　ckaracteristics　including　not　only　Polynesian　elements　but　a｝so

Me｝anesian　aRd　East　Asian　elements，　which　implies　multiple　genetic　origins　of

the　Lapita　peopies．　ReceRt　genetic　studies　such　as　those　of　mtDNA　and　Y－

chrome　DNA　indicate　that　the　Oceanic　peoples　derived　maiRly　from　Southeast

Asia　and　also　suggest　posslble　gene　mixture　from　Austra｝oid　peopies　in　New

Guinea　1　synthesize　this　evidence　from　archaeology，　linguistics　and　physical

anthropoiogy　to　presen£　a　comprehensive　scenario　about　the　peopling　of　the

Pacific．

　　The　scenario　1　propose　in　this　paper　rejects　the　previous　scenario　that　the

emergence　of　Neolitkic　cultures　in　insular　Southeast　Asia　was　associated　with

the　dispersal　of　Austronesian　peoples　and　demonstrates　that　the　dispersal　of

languages　was　accomplisked　by　activities　of　iRter－regional　exchaRge　between

Neoll癒ic　c雛1雛res　in三nsular　Southeast　Asia，　rather　than　human　migratioRs　from

Taiwan．　The　research　also　iRdicates　the　possibility　that　the　Lapita　peoples　were

composed　of　individuals　genetica｝ly　derived　from　various　origins，　maiRly　from

tke　populatien　of　insular　Southeast　Asia　but　also　from　Taiwan　aRd　Australoid

popglations　in　New　Guinea．　Therefore，　tlte　pkenomenon　of　the　Lapita　cannot　be

defined　as　a　rnigration　of　a　siRgle　ethnic　group，　but　should　be　seen　as　a　traRs－

ethnic　and　trans－cultural　movement　of　these　peoples．

，
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